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研究要旨 

 研究目的：本研究の目的は、COVID-19 感染症の拡大防止に有効とされる除菌剤や消

毒剤による事故がどのような状況下で発生しているか、事故事例の年齢層や曝露経路、

臨床症状等、健康被害の内訳、さらには医療機関の受診率や転帰を明らかにすることに

よって、健康被害の発生防止に資するデータを得ることにある。 

研究方法：原因となった製品と発生件数、発生状況、転帰等については、2020 年の 1

年間に（公財）日本中毒情報センターが問い合わせを受けた除菌剤・消毒剤による事故

事例を全例、追跡調査の対象とし、2019 年までの過去 5 年間の事故事例と比較検討す

る。同時に問い合わせのあった除菌剤・消毒剤の製品表示を収集し、事故防止のために

どのような注意喚起の記載や対策が必要かを検討する。さらに、先進諸外国の発信する

注意喚起や医学論文を収集し、わが国で発信すべき注意喚起の参考に資するとともに、

今後の対策に活用する。 

結果および考案： 

1. 日本中毒情報センターが問い合わせを受けた事故事例について 

 2020 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの 1 年間に（公財）日本中毒情報センターに問い

合わせのあった除菌剤・消毒剤による事故事例総数は 1882 件で、過去 5 年間の平均件

数 605 件／年の 3.1 倍と著しく増加した。物品用除菌剤は 4 月、5 月の第一波のピーク

時期に一致して著しく増加し、空間除菌をうたう製品はそれよりも早期の 2 月に最も事

故件数が多かった。いずれもその後の第二波、第三波に伴った中毒事故の増加は確認出

来なかった。これらに比して、人体用消毒剤(薬機法に該当する化粧品、医薬部外品、一

般用医薬品、医療用医薬品)による事故は、2 月以降、コンスタントに 70 件～80 件／月
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で推移し、5 年間平均の 2.7 倍程度が発生している。 

 原因となった製品は、物品用除菌剤ではアルコール製品が 53%を占め、次いで自治体

や店舗等から配布されていた時期もある次亜塩素酸類がこれまでと比べ倍増し、29%と

多かった。空間除菌をうたう製品では、これまでと同様に、二酸化塩素による除菌をう

たった製品が 97%と大半を占めた。人体用消毒剤による事故は、エタノールを有効成分

とする消毒剤が 73％を占め、次いで塩化ベンザルコニウムが 18%で、これまでの事故事

例とほぼ同様であった。 

 問い合わせ者の 95%(1,782 件)は市民からで、医療従事者からの問い合わせは、53 件

（3％）にとどまり、他の化学物質による中毒事例より著しく低値であった。有症率は

34%で、いずれの成分においてもほとんどが粘膜刺激作用による症状であった。医療機

関受診率は約 20%にとどまり、喘息が悪化した症例や空間除菌をうたう製品の誤飲で低

酸素血症に陥った高齢者の症例があったが、転帰として重症例は発生していない。 

 物品用除菌剤および人体用消毒剤では、店舗等、公共スペースでの事故がそれぞれ 40

件、81 件あり、なかでも幼小児の眼に飛散したケースは有症率が高く、注意喚起をおこ

なった。 

 ポンプ式スプレータイプの物品用除菌剤を手に使えると思って使用した問い合わせ

が 11 件あったが、背面に小さな文字で書かれた注意事項は認識されていないことが多

かった。空間除菌をうたう製品では用法通りの使用にもかかわらず、症状が出現した例

が 30 件あったが、成分臭を感じた場合の換気等による対応を製品ラベルに記載すれば、

症状出現が防止できると思われる商品があった。 

 アンケート調査で、わが国ではコロナ禍以前からほとんどの家庭で手洗い、除菌が行

われているが、新型コロナウイルス感染症の流行後は、80%が帰宅後の手洗いだけでは

なく、家庭内除菌をさらに徹底するようになったと回答している。 

2.各国の政府機関および Poison Center による、COVID-19 に関連する除菌剤、消毒剤に

よる健康被害に関する情報発信（注意喚起）状況、医学報告 

 主要 20ヵ国（G20）のうち、10ヵ国の政府機関の web サイトで、注意喚起の発信情報

が確認できた。また web アクセスが可能な世界の中毒センター220 施設のうち、アメリ

カが大半であるが、日本を含め 16ヵ国 59施設の中毒センターが、何らかの情報発信を

行っていることが確認できた。注意喚起の対象物質は、次亜塩素酸ナトリウム（漂白剤）、

エタノール、メタノール、陽イオン界面活性剤、二酸化塩素および亜塩素酸ナトリウム

が多く、また揮発性有機化合物（VOC）を発生する可能性があるエッセンシャルオイル

等も挙げられていた。 

 COVID-19 に関連する除菌剤、消毒剤による健康被害に関する医学報告は 57文献あり、

参考資料にまとめた。 

結論：除菌剤・消毒剤による事故の問い合わせは、COVID-19 感染症の流行により著し

く増加しており、小児の誤飲や不適切な使用、また誤った情報に基づく誤用による事故

が発生している。先進諸外国でも同様の事故が起こっており、各国で中毒センターへの

問い合わせ状況などをもとに注意喚起がなされている。COVID-19 パンデミックの長期

化により、除菌剤・消毒剤の使用は日常化しており、継続的な注意啓発が必要である。 
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Ａ．研究目的 

 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）によ

る感染症（COVID-19）は、世界的大流行（パ

ンデミック）を起こしている。わが国では、

2020 年 1 月初旬、武漢市滞在中に発熱を認

め、帰国後の 1 月 15 日に COVID-19 感染

症第 1 号の確定診断がなされたが、発生件

数が増えるにつれて、除菌剤や消毒剤によ

る事故が急増している。本研究の目的は、

どのような除菌剤や消毒剤によって、どの

ような状況下で事故が増加しているか、事

故事例の年齢層や曝露経路と健康被害の内

訳、医療機関の受診率や転記を明かにする

ことによって、健康被害の発生防止や適切

な製品表示に資するデータを得ることにあ

る。 

Ｂ．研究方法 

 １．（公財）日本中毒情報センターへの除

菌剤・消毒剤の事故の問い合わせ状況の分

析 

1) 発生件数、問い合わせ者、発生場所

2020 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31

日までの 1 年間に（公財）日本中毒情報

センター（JPIC）に問い合わせのあった

除菌剤・消毒剤による事故事例を下記の

4 群に分け、収集し、過去 5 年間の発生

状況と比較する。（件数／事故状況／年

齢階層／経路／症状の有無／受診率） 

(1)物品用除菌剤

(2)空間除菌をうたう製品

(3)人体用消毒剤

(4) COVID-19 対策で使用した除菌剤・

消毒剤以外の製品（漂白剤など）

2)原因となった製品

事故の原因となった製品の成分、製品

形態等について情報を収集する。物品用

除菌剤、空間除菌をうたう製品、人体用

消毒剤については過去 5 年間の事故件

数と比較する。 

3)事故の原因

事故の原因別に事故の特徴（年齢層、

経路など）を検討する。 

4)有症率と出現症状

JPIC に問い合わせがあった時点での

有症率、出現症状を集計し、除菌剤・消

毒剤による事故における健康被害の特

徴を検討する。 

２．製品情報の収集と分析 

 問い合わせのあった商品の製品表示を収

集し、事故との関係を検討する。どの記載

が守られていないために発生したか、それ

を防止するためにどのような記載が必要か

を検討する。 

 ３．事故問い合わせ者に対する追跡調査 

用途を誤って、空間除菌や人体に使用し

た場合、保管にペットボトル等を使用した

場合、その他の誤使用・不慮の事故の場合

に分け、それぞれ追跡調査項目を策定して、

市民からの問い合わせに対しては後日、電

話による聞き取り調査を、医療者からの問

い合わせに対しては郵送による調査を行

う。 

 ４．コロナ禍における除菌剤、消毒剤に関

する諸外国の注意喚起、医学報告 

 米国疾病対策センター（ Centers for 

Disease Control and Prevention；CDC）をはじ

めとする諸外国、および日本国内で発信さ

れた「COVID-19 に関連する除菌剤、消毒剤
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による健康被害」に関する注意喚起や医学

論文を、web 検索により収集する。日本中

毒情報センターの発信する注意喚起の参考

に資するとともに、今後の対策に活用する。 

（倫理面への配慮） 

 データはグループとして集積し、研究報

告に際しては、著作権・肖像権・プライバ

シー権等に係る法的権利処理課題をクリア

する。 

Ｃ．研究結果および考察 

１．（公財）日本中毒情報センターへの

除菌剤・消毒剤の事故の問い合わせ状況 

1)発生件数、問い合わせ者、発生場所

2020 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日

までの 1 年間に（公財）日本中毒情報セン

ターに問い合わせのあった除菌剤・消毒剤

による事故事例総数は 1,882 件で過去 5 年

間平均（605 件）の 3.1 倍と著しく増加し

た。問い合わせ者は 1,782 件（95％）が市

民からで、医療従事者からの問い合わせは、

53 件（3％）にとどまり、他の物質による中

毒事例（8%）より低値であった。事故の発

生場所は 84%が家庭内であるが、人体用消

毒剤では、店舗など公共スペースでの事故が

81 件（9％）あった。 

 以下、下記の 4 群に分け、月別に過去 5

年間の発生状況と比較する。 

(1)物品用除菌剤

2020 年の物品用除菌剤の総問い合わせ

件数は 653 件で、過去 5 年平均（191 件）

の 3.4 倍であった。図 1 は月別に過去 5 年

間の平均発生件数と比較したものである。

4～5 月に問い合わせのピークが認められ

た。 

(2)空間除菌をうたう製品

2020 年の空間除菌をうたう製品の総問

い合わせ件数は 276 件で、過去 5 年平均

（99 件）の 2.8 倍であった。図 2 に 2020

年の月別問い合わせ件数および過去 5 年間

の平均値を示す。空間除菌をうたう製品

は、物品用除菌剤とは異なり、1 月から 2

月にかけて問い合わせが増加したが、その

後夏にかけては例年を少し上回る程度にま

で減少した。空間除菌をうたう製品はイン

フルエンザ対策として使用されるため、例

年冬場に問い合わせが多くなる傾向がある

が、2020 年の春は二酸化塩素による空間

除菌をうたった商品で欠品が相次いだとの

情報があり、市場流通量の減少が問い合わ

せ件数の減少に影響した可能性がある 1)。 

図 1．物品用除菌剤の月別問い合わせ件数（過去 5 年間との比較） 
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(3)人体用消毒剤 

2020 年の人体用消毒剤（薬機法に該当

する化粧品、医薬部外品、一般用医薬品、

医療用医薬品）の問い合わせ件数は 858 件

で、過去 5 年平均（315 件）の 2.7 倍であっ

た。図 3 に 2020 年の月別問い合わせ件数

および過去 5 年間の平均値を示す。2 月以

降、コンスタントに過去 5 年平均の 2～3

倍程度の問い合わせがあり、大きな変動は

なかった。 

(4) COVID-19 対策で使用した除菌剤・消毒

剤以外の製品（漂白剤など） 

図 4 に除菌剤・消毒剤以外の製品を

COVID-19対策で使用した際に発生した事

故の月別問い合わせ件数を示す。2020 年

の総件数は 95 件で、COVID-19 感染症の第

一波の時期（4～5 月）にピークが認めら

れた。参考として、図 5 に 2020 年の

COVID-19の月別 PCR 陽性者数を示す（厚

生労働省公表データ 2）より作図）。第一

波の時期に使用頻度が増えたことにより、

事故が増えたと考えられる。しかし、その

後の第二波、第三波に伴った中毒事故の問

い合わせ増加は確認できなかった。 

図 3．人体用消毒剤の月別問い合わせ件数（過去 5 年間との比較） 

図 2．空間除菌をうたう製品の月別問い合わせ件数（過去 5 年間と
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2) 原因となった製品 

 表 1 に事故の原因となった製品の成分別

の件数と過去 5 年間の平均値を示す。 

物品用除菌剤ではアルコール製品が約半

数を占め、次いで次亜塩素酸水などの次亜

塩素酸類が多かった。次亜塩素散水は食塩

や塩酸を電気分解して製造されたもののほ

か、次亜塩素酸ナトリウムに酸を添加して

弱酸性とした製品があり、有効塩素濃度は

30～500ppm の製品が多かった。次亜塩素

酸水は自治体や店舗等で配布されていた時

期もあり、過去 5 年と比較すると次亜塩素

酸類の割合が増加していた。 

空間除菌をうたう製品では亜塩素酸塩の

酸化により生成する二酸化塩素による除菌

をうたった製品が大半を占め、過去 5 年間

と同様の傾向であった。二酸化塩素による

除菌をうたった製品には、室内に設置する

タイプと携帯タイプの製品がある。設置タ

イプは、亜塩素酸塩溶液にゲル化剤を混ぜ

てゲル化させて使用する。携帯タイプは、

ゲル化させる製品のほかに、亜塩素酸塩を

吸着させたゼオライトが入った不織布の袋

をネームホルダーに入れて首からぶら下げ

て使用する製品がある。 

人体用消毒剤ではエタノールを有効成分

とする消毒剤が７割を占め、次いで塩化ベ

ンザルコニウムを有効成分とする消毒剤が

2 割であった。塩化ベンザルコニウムのほ

か、グルコン酸クロルヘキシジン、塩化ベ

ンゼトニウムを有効成分とする消毒剤は、

溶剤としてエタノールも含有する。 

図 4．COVID-19 対策で使用した除菌剤・消毒剤以外の製品の月別問い合わせ件

図 5．COVID-19 の月別 PCR 陽性者数 
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表 1 物品用除菌剤、空間除菌をうたう製品および人体用消毒剤の成分別件数 

製品群 成分 2020 年 
2015-2019 年 

（平均±SD） 

物品用除菌剤 アルコール 339 (52%) 136 ±38.2 (71%) 

次亜塩素酸類 187 (29%) 27 ±5.0 (14%) 

二酸化塩素 79 (12%) 19 ±2.2 (10%) 

その他 48 (7%) 9 ±5.2 (5%) 

空間除菌をうた

う製品 

二酸化塩素 268 (97%) 98 ±29.5 (99%) 

その他 8 (3%) 1 ±1.6 (1%) 

人体用消毒剤 エタノール 627 (73%) 251 ±28.8 (80%) 

塩化ベンザルコニウム 156 (18%) 44 ±8.2 (14%) 

その他 75 (9%) 20 ±6.0 (6%) 

表 2 に COVID-19 対策で使用した除菌

剤・消毒以外の製品の成分別内訳を示す。

漂白剤やカビ取り剤などの次亜塩素酸類含

有製品を使用した際の事故が 85％を占

め、次いで食器用洗剤、燃料用アルコール

であった。コロナ禍特有の製品として、ア

メリカやオーストラリアでコロナに効くと

うたって販売されていた亜塩素酸ナトリウ

ムとクエン酸を含有する Miracle Mineral

Solution（各国の注意喚起は後述）、イン

ターネットで抗ウイルス抗菌作用があるこ

とをみて育てていたセージ、アロマオイル

で作製した自家製の除菌剤などの問い合わ

せがあった。 

3)事故の原因

図 6 に製品群別に事故の原因の内訳を示

す。認識・判断困難による事故が 1,096 件

（58％）で、そのうち 5 歳以下の小児によ

る誤飲事故が 1,002 件と大半であったが、

認知症患者による誤飲事故も 38 件あっ

た。飲食物容器の使用、薬剤混合、用法誤

り、用途誤りによる事故では、患者は成人

がほとんどであった。 

飲食物容器の使用による事故は 129 件

（7%）で、物品用除菌剤と除菌剤・消毒

剤以外の製品で多く、自治体で配布された

次亜塩素酸水や消毒用に自宅で希釈した塩

素系漂白剤をペットボトルに入れて保管し

ていたものを、飲料と間違えて経口摂取し

た事例がほとんどであった。塩素系漂白剤

の希釈液を物品の消毒に使用する方法は、

厚生労働省からも一般向けに情報提供され 

表 2  COVID-19 対策で使用した除菌剤・消毒剤以外の製品の成分別内訳 

成分 製品群 件数 

次亜塩素酸類 漂白剤、カビ取り剤など 81 (85%) 

界面活性剤 食器用洗剤 4 (4%) 

メタノール 燃料用アルコール 3 (3%) 

亜塩素酸ナトリウム Miracle Mineral Solution(MMS) 2 (2%) 

その他 植物、精油など 5 (5%) 

計 95 (4%) 
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ているが、希釈や保存にペットボトルを使

用することの危険性については触れられて

いない 3)。液体を希釈する際にペットボト

ルを使用することは容易に想定されること

から、誤飲事故防止のために希釈方法につ

いてより具体的な情報提供が望まれる。 

薬剤混合による事故は 63 件（3%）で、

発生したガスの吸入を心配しての問い合わ

せがほとんどで、物品用除菌剤と漂白剤や

カビ取り剤など次亜塩素酸含有製品との混

合事例が多かった。漂白剤やカビ取り剤に

は「まぜるな危険」の表示があるため、実

際には塩素ガスが発生する組み合わせでな

い場合でも、使用後に表示を見て不安にな

って問い合わせてくる例も多い。 

用法どおり使用していたが症状が出現し

た事例が 106 件（6%）あり、二酸化塩素

による除菌をうたった空間除菌をうたう製

品で多かった。本製品では空間に二酸化塩

素が放出されており、用法どおりの使用で

あっても、その臭いや刺激を感じることが

多いと思われる。 

物品用除菌剤、人体用消毒剤のうちポン

プ式スプレーやディスペンサーの製品で

は、子どもの近くで使用した、噴射方向を

誤ったなどの用法誤りにより眼に入る事故

が多かった。眼に入る事故は店舗等でも発

生しており、物品用除菌剤で 40 件、人体

用消毒剤で 81 件の問い合わせがあり、注

意喚起を行った。 

4)有症率と出現症状

問い合わせ時点での有症率は全体で

34％と低かったが、誤使用が多い除菌剤・

消毒剤以外の製品では 66％、前述の店舗等

における小児の眼の曝露事故では 52％と

高かった。いずれの成分においても粘膜刺

激作用による症状が主で、経口曝露では悪

心・嘔吐、口腔咽頭の違和感、吸入曝露で

は息苦しさ、咳、頭痛、経皮曝露では皮膚

図 6．製品群別の事故原因の内訳 
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の発赤、痛み、違和感、眼の曝露では眼の

痛み、充血、違和感であった。成分に特異

的な症状として、アルコール含有製品の経

口摂取で顔面紅潮が認められた。また、二

酸化塩素による除菌をうたった製品では、

曝露状況は不明であったが、メトヘモグロ

ビン血症を認めた例が 1 例あった。空間用

除菌剤を誤飲した認知症患者で、問い合わ

せ時に酸素飽和度の低下が認められた例が

あったが、転帰は確認できていない。 

コロナ禍特有の事例として、Miracle

Mineral Solution（亜塩素酸ナトリウムとク

エン酸）を飲んだ例では、嘔吐、胃の痛み

が認められた。また、メタノールを手の消

毒に使用した例では、皮膚のかゆみ、発赤

が認められた。 

（製品 1） 

（製品 2） 

図 7 人体用消毒剤と間違って使用した製品のラベル 
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２．製品情報の収集と分析 

JPIC に問い合わせのあった物品用・空間

除菌をうたう製品について、インターネッ

ト上のメーカーサイトあるいは販売サイト

より製品情報を取集し、222 製品（物品用

除菌剤 196 製品、空間除菌をうたう製品 26

製品）について情報を入手した。JPIC の問

い合わせのうち、ラベル表示の改良が事故

防止に有効ではないかと考えられる事例を

以下に示す。 

 

１）物品用除菌剤を手指の消毒剤に使用 

物品用除菌剤を手に使えると思って使用

した問い合わせが 11 件（7製品）あった。

複数の問い合わせがあったポンプ式スプレ

ータイプの 2 製品（いずれも問い合わせ 3

件）について、製品ラベルを確認した 

図 7 に製品ラベルを示す。注意事項とし

て「人には使用しない」（製品 1）、「人や

ペット、植物等の生き物に直接スプレーし

ない」（製品 2）との記載はあるが、JPIC へ

の問い合わせ例はいずれも使用後に注意事

項を確認していた。手指の消毒剤と思い込

んでいる場合は、背面の注意書きを読まな

いことも多い。また、市民にとって手指に

使用できる「消毒」と物品・空間用の「除

菌」の区別はなじみがないと思われる。用

途誤りは確認した 2 製品に特有の事故では

なく、他の除菌剤でも起こりうるものであ

る。誤使用防止のためには、ラベル表面に

人体用ではないことを分かりやすく表示

（例えば、ピクトグラムなど）することが

有効と考えられる。 

 

２）空間除菌をうたう製品の使用による事

故 

室内に設置して使用する二酸化塩素の空

間除菌をうたう製品を用法どおりに使用し

たにもかかわらず、症状が出現した例が 30

件（4製品）あり、使用中に呼吸器や眼の刺

激症状、頭痛などが出現していた。二酸化

塩素による除菌をうたった製品は、空間に

二酸化塩素が放出されており、用法どおり

の使用であっても、その臭いを感じること

が多い。 

図 8 に代表的な製品の製品ラベルを示

す。本製品の Web サイトには、成分臭が気

になる時の対応として、「キャップのスリ

ットを回して成分臭を感じないように調節

するか、換気をする。調整後も成分臭を感

図 8. 二酸化塩素による空間除菌をうたう製品の製品ラベル（製品 3） 
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じる場合は、風通しの良い場所に移動させ、

成分臭を感じなくなってから使用する。」

との記載がある。しかし、製品ラベルには

「使用中に不快な症状がみられた時は使用

を中止する。」との記載のみである（製品

3）。臭いが気になった時点で換気等の対応

を行うことで、症状出現を抑えることがで

きる可能性があるため、ラベルへの記載も

望まれる。なお、成分臭を感じた場合の対

応について、製品ラベルに記載しているメ

ーカーもある。適正使用のためには、製造

および販売事業者の団体（一般社団法人 日

本二酸化塩素工業会）で製品表示に関する

ルールを設けるなどの対策が有用であると

考えられる。 

 

３．事故問い合わせ者に対する追跡調査 

医療機関からの問い合わせ 53 件につい

て、郵送による調査を行い、32 件（物品用

除菌剤 14 件、空間除菌をうたう製品 4 件、

人体用消毒剤 14 件）の調査が完了した。入

院例は 4 例のみで、重篤な例はなかった。

インターネットで体に良いとの情報を見て

二酸化塩素含有の物品用除菌剤を経口摂取

した事例では、嘔吐、下痢、ヘモグロビン

低下を認めた。 

一般からの問い合わせについて電話によ

る追跡調査を行い、487 件の調査が完了し

た。医療機関の受診率は 20％前後であっ

た。この中には、症状はなかったが念のた

め受診した例も含まれる。調査時点で症状

が続いている事例が 20 件あり、比較的軽度

の症状や因果関係が不明な症状がほとんど

であったが、喘息が悪化した例、喘息の可

能性を指摘された例もあった。特に呼吸器

系疾患がある場合は、吸入曝露の可能性が

高い空間除菌をうたう製品等の使用にあた

っては注意が必要である。また、症状が出

ているにも関わらず、空間除菌をうたう製

品を使用し続けている例もあった。通常の

使用方法で症状が出た場合は、すぐに使用

を中止する必要がある。 

電話による追跡調査時に、コロナ禍にお

ける手洗い、除菌に関するアンケートを実

施した。表 3 に結果を示す。新型コロナウ

イルス感染症の流行後に、帰宅後の手洗い

だけではなく、家庭内の除菌の回数も増え

たと答えた人が約 8 割であった。コロナ禍

において、除菌に対する意識が高まってい

る現状が示された。 

 

 

表 3 家庭での手洗い・除菌に関するアンケート調査 

 

 

回答選択肢 帰宅後の手洗いをしていますか? 

件数（％） 

家庭内の除菌をしていますか? 

件数（％） 

以前からしている 57 (19.4%) 37 (12.6%) 

コロナ後増えた 231 (78.6%) 191 (65.0%) 

コロナ後始めた 3 (1.0%) 43 (14.6%) 

していない 1 (0.3%) 15 (5.1%) 

無回答 2 (0.7%) 8 (2.7%) 

計 294 (100%) 294 (100%) 
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４．コロナ禍における除菌剤、消毒剤に関

する諸外国の注意喚起、医学報告 

1) 各国の政府機関および Poison Center

による、COVID-19 に関連する除菌剤、消毒

剤による健康被害に関する情報発信（注意

喚起）状況 

次の①②の点から抽出した web サイトに

ついて、2020 年 1 月～2021 年 2 月の 14 ヵ

月間に「COVID-19 に関連する消毒剤・除菌

剤等による健康被害」に関する注意喚起の

情報発信を行っていたかを確認した。 

① 主要 20 か国・地域（G20）を対象に、政

府機関の web サイトについて情報発信

状況を確認した。 

② WHOが webで公開している各国の Poison 

Control Centre（以下 PCC）のリスト(ECH 

Poison centre directory, January 

2021) 4)をもとに、92 ヵ国の PCC 311 施

設を対象に web サイトにアクセスした。

アクセスが可能であった 220 施設のう

ち、何らかの情報発信を行っていること

が確認できたのは、日本を含め 16 ヵ国

表４ G20 における「COVID-19 に関連する除菌剤・消毒剤による健康被害」に関する注意喚起 

地域 

WHO 分類

による 

  

国・地域 

除菌剤・消毒剤の健康被害に関する注意喚起 

  
政府機関 

○：情報あり  ？：情報確認できず 

PCC 

注意喚起あり 

 

全施設数 

アメリカ大陸 1 USA 疾病予防管理センタ－(CDC) ○ 36施設 61施設 

 
2 アルゼンチン 保健省 ？ 1施設 8施設 

 
3 カナダ 保健省、公衆衛生庁 ○ 1施設 5施設 

 
4 ブラジル 国家衛生監督庁（ANVISA) ○ 2施設 38施設 

  5 メキシコ 保健省 ？ 0施設 10施設 

ヨーロッパ 6 EU 欧州疾病予防管理センタ－(ECDC) ○ － － 

 
7 イギリス 国民保健サービス(NHS） ？ 0施設 5施設 

 
8 イタリア 保健衛生省 ？ 2施設 10施設 

 
9 ドイツ 連邦リスク評価研究所(BfR) ？ 1施設 8施設 

 
10 トルコ 保健省 ？ 0施設 1施設 

 
11 フランス 食品環境労働衛生安全庁(ANSES) ○ 0施設 8施設 

  12 ロシア 保健・社会開発省 ○ 0施設 3施設 

アフリカ 13 南アフリカ 南アフリカ政府 ？ 0施設 3施設 

地中海東岸 14 サウジアラビア サウジアラビア王国政府 ？ 0施設 5施設 

南東アジア 15 インド 保健・家族福祉省 ○ 0施設 7施設 

  16 インドネシア 保健省 ？ 0施設 1施設 

西太平洋 17 オーストラリア 保健省薬品・医薬品行政局(TGA) ○ 0施設 4施設 

 
18 中国 国家衛生健康委員会 ○ 0施設 1施設 

 
19 日本 厚生労働省、国民生活センター ○ 2施設 2施設 

  20 韓国 大韓民国 保健福祉部 ？ － 未設置 
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59施設であった。 

表４に主要 20 か国（G20）について、政

府機関の情報の確認状況、および PCC の全

施設数と情報発信をしていた施設数をまと

めた。20 か国のうち 10 か国で政府機関に

よる注意喚起の情報が確認できた。また

PCCを設置している 18か国のうち 7か国で

PCC による注意喚起の情報が確認できた。 

表５に G20 以外の国で、PCC が注意喚起

していることが確認できた 9 か国につい

て、情報発信をしていた PCC の施設数と全

施設数をまとめた。このうちエクアドル、

アイルランド、エストニア、オランダ、ク

ロアチア、スイスの 6 か国については PCC

自体が国の機関もしくは国との契約に基づ

く事業として運営され、情報発信を行って

いた。 

別添の資料１に、上記各国の政府機関お

よびPCCのwebサイトから得られた「COVID-

19 に関連する消毒剤・除菌剤等による健康

被害」に関する注意喚起の概要を表形式で

まとめた。注意喚起の対象とされた物質と

しては、次亜塩素酸ナトリウム（漂白剤）、

エタノール、メタノール、陽イオン界面活

性剤、二酸化塩素および亜塩素酸ナトリウ

ムが多く、またエッセンシャルオイル等も

挙げられていた。 

以下に、主な国における注意喚起状況を

まとめる。本文中の a1)a2)…a32)は資料１

右端の「参考項目」の符号と対応している。 

(1) USA 

CDC は The American Association of 

Poison Control Centers（AAPCC）と協力し、

National Poison Data System（NPDS）とし

て、アメリカ全土の PCC 55 施設の受信状況

データをリアルタイムで集計している。 

CDC は、Morbidity and Mortality Weekly 

Report (MMWR)において、除菌剤・消毒剤関

連で 3 件の報告を行っていた。うち 2 件は

NPDS のデータによる報告で、除菌剤や消毒

剤の事故について PCC への電話が急増した

ことに関する注意喚起 a1)、手指消毒剤の飲

用によるメタノール中毒 15件（死亡 4、視

覚障害 3）に関する注意喚起 a2)であった。 

AAPCC では、COVID-19 に関連して、手指

消毒剤、除菌剤、漂白剤に関する受信件数

表５ 「COVID-19 に関連する除菌剤・消毒剤による健康被害」を注意喚起している Poison Center 

 地域    除菌剤・消毒剤の健康被害に関する注意喚起  

 WHO 分類による   国 PCC 注意喚起あり 全施設数  

 アメリカ大陸 21 エクアドル 1施設 １施設  

   22 チリ 1施設 2施設  

 ヨーロッパ 23 アイルランド 1施設 １施設  

 
 

24 エストニア 1施設 １施設  

 
 

25 オランダ 1施設 １施設  

 
 

26 クロアチア 1施設 １施設  

 
 

27 スイス 1施設 １施設  

 
 

28 デンマーク 1施設 １施設  

 地中海東岸 29 イラン 6施設 41施設  
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を速報として公開し、随時更新している。

2020 年 12 月 13 日の速報では、2020 年は

2019 年と比べ手指消毒剤、除菌剤、漂白剤

とも増加していた a3)。これらをもとに除菌

剤や消毒剤に関する Q&A を公開し、また家

庭用除菌剤、漂白剤類の小児の事故の増加

に関する注意喚起を行っている a4)a5)a6)。 

全米の PCC 61 施設のうち 36 施設で除菌

剤・消毒剤に関連する注意喚起が確認でき、

Facebook等の SNSで情報提供を行っている

施設も少なくなかった。 

(2) カナダ

health-Canada（カナダ保健省）は、漂白

剤、手指消毒剤、消毒剤、塩素ガス、クロ

ラミンガスに関する PCC への問い合わせが

COVID-19 に連動して増加していたことを

報告し、保健省が主導するカナダ毒物情報

監視システム（CSSPI）で PCC のデータを活

用することにより、国民に向けて迅速に注

意喚起できたとしている a7)。 

Ontario Poison Center は 2020 年の問い

合わせとして、家庭用除菌剤、消毒剤、漂

白剤等の電話が増えていると注意喚起して

いた a8)。 

(3) ブラジル

Agência Nacional de Vigilância 

Sanitária（ANVISA、ブラジル国家衛生監督

庁）は、家庭用の除菌剤等による中毒が

2019 年と比較して増加していることにつ

いて a9)、またアルコール消毒剤による小児

の中毒の増加について a10)、注意喚起してい

る。 

Associação Brasileira de Centros de 

Informação e Assistência Toxicológica

（ABRACIT ブラジルの PCC 連合）の web サ

イトでは、亜塩素酸ナトリウムに関連して

「 COVID-19 の治療法としての Miracle 

Mineral Solution(MMS)」に関して絶対に使

用しないよう警告を出している a11)。 

Centros de Informação e Assistência 

Toxicológica（CIATox）として運営されて

いる PCC38 施設のうち、2 施設において、

小児による次亜塩素酸ナトリウムおよびア

ルコールジェルの事故の増加 a12)、家庭での

除菌剤類の使用増加にともなう小児の事故

a13)、に関して注意喚起を行っていた。 

(4) イギリス

National Health Service（NHS 国民保

健サービス）の web サイト https://www. 

nhs.uk には COVID-19 の情報はあったが、

消毒剤・除菌剤に関する情報は見当たらな

かった。 

北アイルランドも含め 5 ヵ所の PCC があ

るが、統括組織である The UK National 

Poisons Information Service（NPIS）の web

サイト https://www.npis.org においては、

COVID-19に関連する除菌剤・消毒剤の注意

喚起等は見当たらなかった。 

(5) イタリア

Ministero della Salute（保健衛生省）

の Web サイト http://www.salute.gov.it

では、COVID-19 の消毒剤関連で違法な製品

の取締などの情報はあったが、健康被害や

啓発に関する情報は見当たらなかった。 

PCC10施設のうち 2施設において、COVID-

19 感染防止に使用する塩素やアルコール

を含む消毒剤の適正使用 a14)、COVID-19 下

の家庭での除菌剤等の使用 a15)について web

上で注意喚起していた。 

(6) ドイツ

The German Federal Institute for Risk

Assessment（BfR 連邦リスク評価研究所）
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の webサイト https://www.bfr.bund.deに

は、ドイツ国内の PCC リストや中毒事故の

報告に関する Q&A なども掲載されている。

COVID-19をキーワードに検索したが、消毒

剤・除菌剤の注意喚起は見当たらなかった。 

PCC8施設のうち 1施設の webサイトにお

いて、アルコールや陽イオン界面活性剤等

の消毒剤や洗浄剤を飲料ボトルに移したこ

とによる誤飲 a16)、保育所等の施設における

消毒剤の誤用 a17)について注意喚起を行っ

ていた。 

(7) フランス

8 施設ある PCC は国の事業として運営さ

れ、トキシコビジランスや注意喚起は

French Agency for Food, Environmental 

and Occupational Health & Safety（Anses 

食品環境労働衛生安全庁）が一括して行っ

ている。 

PCC が 3 月 1 日～24 日に受信した電話の

うち 337 件が COVID-19 に関連する可能性

があり、除菌剤、消毒剤、アルコール、エ

ッセンシャルオイルなどへの曝露事例 245

例のうち 144 例に症状があったとして、注

意喚起を行っている a18)。 特に空気を「浄

化」するとされるエッセンシャルオイルに

ついては、揮発性有機化合物(VOC)による刺

激性や室内空気汚染の可能性を注意喚起

し、COVID-19の感染防止の効果はないとし

ている a19)。また店舗などに設置されるアル

コールディスペンサーの使用時に目に入っ

た幼児の事例について、PCC で把握した 63

例のうち 2 例で角膜損傷を認め、眼科で把

握した 2 例は全身麻酔下で羊膜移植手術が

必要だったとして、注意喚起している a20)。 

(8) オーストラリア

Australian government Department of 

Health,TherapeuticGoods Administration

（TGA、オーストラリア保健省薬品・医薬品

行政局）は、高濃度の亜塩素酸ナトリウム

を含む「MMS」を新型コロナウイルスに奇跡

的な効果があると宣伝し、服用事例が出現

したとして、USA の宗教団体に罰金を科し

た a21)。また消費者向けに手指消毒剤・除菌

剤の使用に関して注意喚起を行っている

a22)a23)。 

4ヵ所ある PCCの webサイトでは、COVID-

19に関連する除菌剤・消毒剤の注意喚起等

は見当たらなかった。 

(9) 日本

厚生労働省・経済産業省・消費者庁は連

名で新型コロナウイルスの消毒・除菌方法

について情報提供しており、次亜塩素酸ナ

トリウム、次亜塩素酸水、亜塩素酸水の人

体への使用や空間噴霧は健康被害の恐れが

あるとしている a24)。また国民生活センター

はメタノールの手指消毒への使用、次亜塩

素酸ナトリウムの噴霧について、行わない

ように呼び掛けている a25)。いずれも JPIC

の受信データには触れていない。 

日本中毒情報センター（JPIC）は、本研

究の「１.（公財）日本中毒情報センターへ

の除菌剤・消毒剤の事故の問い合わせ状況

の分析」で得られた結果をもとに、除菌剤、

消毒剤、漂白剤の問い合わせの増加 a26)a27)、

眼に入る事故 a28)について注意喚起を行っ

た。それぞれの注意喚起内容を別添の資料

２～４に示した。 

(10)イラン

PCC41 施設のうち 2020 年 6 月には 6 施

設、2021年 3月の時点では 3施設が、COVID-

19 対策としてのメタノールの使用や飲用

について、web 上で注意喚起を行っている 
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a29)a30)a31)。 

Iranian Legal Medicine Organization

（イラン法医学組織）は、2020 年 3月以降

のアルコール中毒による死亡 471 人の大半

はメタノールの飲用によるもので、メタノ

ールを含む製品を使用しないこと、飲まな

いことなどを注意喚起している a32)。 

 

2)コロナ禍と関連する国内外の医学報告 

(1)PubMed を用いた文献検索 

検索エンジンに PubMed を用い、「COVID-

19」と「poisoning」または「disinfectant」

または「sanitizer」を検索語句として文献

検索を行ったところ、1,681 報がヒットし

た。そのうち、健康被害に関する報告は 57

報であった（表６）。書誌情報 b1)- b57)

を資料５にまとめた。 

メタノール（methanol）に関する報告が

18 報あり b1)- b18)、うち 9 報はイランにお

けるメタノール含有の偽造酒（密造酒）に

関するものであった b1)- b9)。またメタノー

ル含有の粗悪なアルコール手指消毒剤の経

口摂取に関する報告がアメリカで 3報 b10)-

b12)、インドで 1報 b13)あった。COVID-19 感

表６ 「COVID-19」と関連した消毒剤、除菌剤による健康被害の文献報告（PubMed 検索） 

物質群 文献数 

（報）  国 (文献数；報) 

メタノール 18  

 イラン (11)、アメリカ (4)、インド (1)、オーストラリア (1)、スペイン (1)  

アルコールベースの手指消毒剤(ABHS),  

アルコールベースの手指洗浄剤(ABHRs) 
14  

 
インド (4)、アメリカ (2)、イラン (1)、オーストリア (1)、シンガポール (1)、ナイジ

ェリア (1)、フランス (1)、韓国 (1)、中国（香港）(1)、南アフリカ (1) 

 

除菌剤、手指消毒剤類 18  

 
アメリカ (7)、カナダ (2)、イタリア (2)、イラン (1)、クロアチア (1)、ドイツ (1)、

パキスタン (1)、フランス (1)、ルーマニア (1)、日本 (1) 

 

除菌ブース・トンネル（アルコール、塩素系薬剤等の消毒剤の噴霧装置） 2  

 バングラディシュ (1)、南アフリカ (1)  

アルコール 1  

 ドイツ (1)  

エチレングリコール 1  

 南アフリカ (1)  

亜塩素酸ナトリウム 1  

 アメリカ (1)  

家庭内の化学製品全般 2  

 フランス (2)  

計 57  
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染予防のため、100％メタノールをスプレー

したマスクを着用し、吸入による神経障害

（脳 MRI の異常）を残した症例報告（スペ

イン）もあった b14)。

アルコール手指消毒剤（alcohol-based

hand sanitizers (ABHS)）およびアルコー

ル濃度が低い手指洗浄剤 alcohol-based

hand rubs (ABHRs)）に関する報告は 14 報

b19)- b32)で、頻回使用に伴う皮膚炎 b19)- b22)、

眼に入る事故 b23)- b26)の報告などがあっ

た。 

ま た 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム （ sodium 

chlorite）水溶液の誤飲による高齢者の死

亡例（アメリカ） b33)、公共施設の出入り口

などでミスト状の塩素系薬剤等を全身に浴

びる除菌ブース・トンネルの人体への影響

に対する注意喚起もあった（バングラディ

シュ b34)、南アフリカ b35)）。

各国の Poison Center がコロナ禍におけ

る中毒事故の相談件数の増加等について報

告したものが 12 報あった（アメリカ 4報、

イタリア 2 報、カナダ 2 報、クロアチア 1

* アナフィラキシー，化学物質過敏症を含む

**急性中毒，アレルギーのいずれかを特定できなかったもの 

表７ 消毒剤、除菌剤による健康被害の文献報告（医中誌 web 検索） 

物質群 急性中毒 アレルギー*
不明の健康 

被害** 
計 

物品用 

アルデヒド系 44 48 39 131 

エチレンオキサイド 14 7 4 25 

酸化剤 2 1 3 

二酸化塩素 2 2 

人体・物品用 

ビグアナイド系 21 89 22 132 

陽イオン界面活性剤 50 30 21 101 

塩素系 37 37 

フェノール系 24 1 8 33 

ヨウ素系 3 3 7 13 

アルコール系 1 2 3 

両性界面活性剤 2 2 

酸化剤 2 2 

消毒剤（その他・詳細不明） 1 2 2 5 

不明 

消毒剤（その他・詳細不明） 13 5 19 37 

計 212 189 125 526 
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報、フランス 3報） b24),b31),b32),b36)- b44)。ま

た CDC の Morbidity and Mortality Weekly 

Report (MMWR)に除菌剤・消毒剤に関するも

のが 3報あった b12),b45),b46)。 

日本の報告は、石けんと消毒剤の頻回使

用に伴う皮膚炎に関する 1 報のみであった 

b47)。 

(2)医中誌 web を用いた文献検索

検索エンジンに医中誌 web を用い、「コ

ロナウイルス」と「消毒剤」の掛け合わせ

により日本におけるコロナ禍と関連する医

学報告を検索したが、ヒットした 65件のな

かに健康被害に関する報告はなかった。 

コロナ禍以前に遡り、日本で報告された

消毒剤および除菌剤の健康被害に関する文

献について、医中誌 web を用いて「消毒剤

（除菌剤含む）」と「症例報告・事例」の

掛け合わせ検索を行い、抽出された 1,176

件を目視で確認した結果、526 件が抽出さ

れた（表７）。 

526件のうち報告数が 10件以上あった物

質群として、医療器具などの物品用ではア

ルデヒド系（ホルムアルデヒド、フタラー

ル、グルタラール）、エチレンオキサイド

があり、人体・物品用ではビグアナイド系

（クロルヘキシジン、オラネキシジン）、

陽イオン界面活性剤（ベンザルコニウム、

ベンゼトニウム等）、塩素系（次亜塩素酸

ナトリウム）、フェノール系（フェノール、

クレゾール）、ヨウ素系（ポビドンヨード、

ヨード、ヨードホルム）があった。一方、

報告数が 10 件に満たなかった物質群は、物

品用では酸化剤（過酢酸）、二酸化塩素、

人体・物品用ではアルコール系、両性界面

活性剤、酸化剤（過酸化水素）などがあっ

た。 

消毒剤および除菌剤の多くは皮膚および

粘膜の刺激、高濃度では腐食作用を有し、

健康被害としては接触部位（皮膚・粘膜）

の刺激・腐食性障害が多かった。ただし、

アルデヒド系では化学物質過敏症（シック

ハウス）やアナフィラキシー、ビグアナイ

ド系ではアナフィラキシーやショックとい

ったアレルギーが多くみられた。また、医

療機器等のガス滅菌に用いられるエチレン

オキサイドは刺激性の気体で、健康被害の

半数以上はガスの吸入や皮膚・眼の曝露に

よる皮膚・粘膜の刺激症状であった。 

Ｅ．結論 

COVID-19 感染症の流行に伴う除菌剤・

消毒剤による事故の発生状況を（公財）日

本中毒情報センターへの問い合わせをもと

に解析するとともに、海外の COVID-19 感

染症に関する注意喚起や医学論文を収集し

た。除菌剤・消毒剤による事故の問い合わ

せは、COVID-19 感染症の流行により著し

く増加しており、小児の誤飲や不適切な使

用、また誤った情報に基づく誤用による事

故が起こっていた。海外でも同様の事故が

起こっており、各国においても PCC への問

い合わせ状況などをもとに注意喚起がなさ

れていた。 

COVID-19 パンデミックの長期化によ

り、除菌剤・消毒剤の使用は日常化してお

り、継続的な注意啓発が必要であると考え

られる。また新たな成分や使用法の製品の

登場も予想され、それに伴う健康被害の発

生が懸念される。今後も国内外の事故の発

生状況を把握し、（公財）日本中毒情報セ

ンター、企業、行政が連携した事故防止対

策が求められる。 
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Ｆ．研究発表 

1. 論文発表

中毒研究 投稿予定

2. 学会発表

第 43 回日本中毒学会総会・学術集会 発

表予定 

3. 中毒情報センターホームページ等

2020 年 4 月 17 日 除菌剤・消毒剤は適切

に使用しましょう.  

https://www.j-poison-

ic.jp/report/sanitizer202004/ （資料２） 

2020 年 5 月 29 日 除菌剤・消毒剤は適切に

使用しましょう（第 2 報）. 

https://www.j-poison-

ic.jp/report/sanitizer202005/ （資料３） 

2021 年 2 月 17 日 除菌剤・消毒剤が眼に入

る事故に注意しましょう.  

https://www.j-poison-

ic.jp/report/eyeexposure202102/ （資料４） 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む。） 

1. 特許取得

なし 

2. 実用新案登録

なし 

Ｈ．引用文献 

1）新型コロナ対策で欠品相次ぐ「クレベ

リン」、サブスク販売へ. 株式会社日刊工

業新聞社. https://newswitch.jp/p/22470 （参

照：2021 年 3 月 25 日） 

2）新型コロナウイルス感染症について

オープンデータ. 厚生労働省.

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/open-

data.html （参照：2021 年 3 月 25 日） 

3）新型コロナウイルスの消毒・除菌方法

について. 厚生労働省・経済産業省・消費

者庁特設ページ. 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bun

ya/syoudoku_00001.html （参照：2021 年 3

月 25 日） 

4）World Health Organization：Directory of

poison control centres  (ECH Poison centre 

directory, January 2021.xlsx) 

https://www.who.int/data/gho/data/themes/topi

cs/indicator-groups/poison-control-and-

unintentional-poisoning （参照：2021 年 3

月 25 日） 
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の
電

話
相

談
が

あ
り、

20
19

年
1⽉

〜
3⽉

（
37

,8
22

）
お

よ
び

20
18

年
1⽉

〜
3⽉

（
39

,1
22

）
か

らそ
れ

ぞ
れ

20
.4

％
お

よ
び

16
.4

％
の

全
体

的
な

増
加

が
み

られ
た

。
NP

DS
デ

ー
タは

、C
O

VI
D-

19
と曝

露
の

明
確

な
関

連
性

を
⽰

す
情

報
を

提
供

して
い

な
い

が
、こ

れ
ら製

品
の

使
⽤

の
増

加
と明

確
な

関
連

が
あ

る
よ

うで
あ

る
。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

dc
.g

ov
/m

m
w

r/
vo

lu
m

es
/6

9/
w

r/
m

m
69

16
e1

.h
tm

a1
)

M
or

bi
di

ty
 a

nd
 

M
or

ta
lit

y 
W

ee
kl

y 
Re

po
rt

 (
M

M
W

R)
Ea

rly
 R

el
ea

se
 /

 
Ju

ne
 5

, 2
02

0 
/ 

69

20
20

/
6/

5
Kn

ow
le

dg
e 

an
d 

Pr
ac

tic
es

 R
eg

ar
di

ng
 S

af
e 

Ho
us

eh
ol

d 
Cl

ea
ni

ng
 a

nd
 

Di
si

nf
ec

tio
n 

fo
r 

CO
VI

D-
19

 P
re

ve
nt

io
n 

̶
 U

ni
te

d 
St
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ay
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02

0
（

CO
VI

D-
19

予
防

の
た

め
の

安
全

な
家

庭
の

掃
除

と消
毒

に
関

す
る

知
識

と実
践

̶
⽶

国
、2

02
0年

5⽉
）

CO
VI

D
-1

9予
防

に
関

連
し、

イン
ター

ネ
ット

パ
ネ

ル
調

査
を

実
施

（
20

20
年

5⽉
4⽇

　ア
メリ

カ在
住

の
成

⼈
50

2⼈
）

。調
査

回
答

者
の

約
1/

3は
、⾷

品
へ

の
漂

⽩
剤

の
使

⽤
、⽪

膚
へ

の
家

庭
⽤

洗
浄

剤
お

よ
び

消
毒

剤
の

適
⽤

、ク
リー

ナ
ー

や
消

毒
剤

の
吸

⼊
ま

た
は

摂
取

な
ど、

SA
RS

-C
oV

-2
感

染
を

防
ぐこ

とを
⽬

的
とし

て
、⾮

推
奨

の
ハ

イリ
ス

ク対
策

を
⾏

って
い

た
。回

答
者

の
1/

4は
、前

⽉
に

少
な

くと
も

1つ
の

健
康

へ
の

悪
影

響
（

⿐
や

副
⿐

腔
の

炎
症

、⽪
膚

や
眼

の
刺

激
な

ど）
が

あ
った

。
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20

20
（

メタ
ノー

ル
を含

む
アル

コー
ル

ベ
ー

ス
の

⼿
指

消
毒

剤
の

摂
取

に
関

連
す

る
、死

亡
を

含
む

深
刻

な
健

康
へ

の
悪

影
響

̶
ア

リゾ
ナ

州
とニ

ュー
メキ

シ
コ州

、2
02

0年
5⽉

か
ら6

⽉
）

20
20

年
5⽉

1⽇
〜

6⽉
30

⽇
の

間
に

、ア
ル

コー
ル

ベ
ー

ス
の

⼿
指

消
毒

剤
の

飲
⽤

に
関

連
して

、ア
リゾ

ナ
州

とニ
ュー

メキ
シ

コ州
で

15
例

の
メタ

ノー
ル

中
毒

が
報

告
され

、4
⼈

の
患

者
が

死
亡

し、
3⼈

は
視

覚
障

害
で

退
院

した
。ア

ル
コー

ル
ベ

ー
ス

の
⼿

指
消

毒
剤

は
絶

対
に

摂
取

しな
い

こと
、症

状
が

あ
る

患
者

、⼿
の

消
毒

剤
を

飲
ん

だ
患

者
は

メタ
ノー

ル
中

毒
の

迅
速

な
評

価
が

必
要

で
あ

る
。す

べ
て

の
州

の
保

健
部

⾨
は

毒
物

セ
ンタ

ー
と連

携
して

メタ
ノー

ル
中

毒
の

症
例

を
特

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
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DS
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速
報

　C
O

VI
D-

19
（

⼿
指

消
毒

剤
、除

菌
剤

、漂
⽩

剤
）

CO
VI

D-
19

の
パ

ンデ
ミッ

クに
関

連
して

、⼿
指

消
毒

剤
、除

菌
剤

、漂
⽩

剤
に

関
連

して
NP

DS
受

信
デ

ー
タ

を
速

報
とし

て
公

開
す

る
。2

02
0/

12
/1

3の
速

報
で

は
、2

01
9年

と⽐
較

して
⼿

指
消

毒
剤

1.
7倍

、除
菌

剤
1.

5倍
、漂

⽩
剤

1.
3倍

に
事

例
が

増
加

して
お

り、
各

製
品

群
とも

⼀
時

的
に

多
くな

った
時

期
が

あ
る

。
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Fa
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Q
&A

（
CO

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

ク時
の

消
毒

剤
の

安
全

性
︓

Fa
ce

bo
ok

の
Q

＆
A）

AA
PC

C、
NP

IC
、オ

レゴ
ンP

CC
、バ

ー
ジ

ニア
PC

Cは
、2

02
0年

4⽉
30

⽇
に

Fa
ce

bo
ok

経
由

で
「消

毒
剤

Q
＆

A」
を

開
催

す
る

。消
毒

剤
は

適
切

に
使

⽤
す

れ
ば

CO
VI

D-
19

な
どの

病
気

の
蔓

延
に

対
して

効
果

的
で

、誤
って

使
⽤

す
る

と害
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
あ

る
た

め
、Q

＆
Aで

は
、消

毒
剤

に
関

す
る

⼀
般

的
な

質
問

と、
消

毒
す

る
必

要
の

あ
る

ア
イテ

ム
等

を
説

明
す

る
。
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 H

an
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Sa
ni

tiz
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s
（

⼿
指

消
毒

剤
を

含
む

メタ
ノー

ル
に

関
す

る
⽶

国
毒

物
管

理
セ

ンタ
ー

協
会

）

FD
A（

⽶
国

⾷
品

医
薬

品
局

）
は

、メ
チ

ル
ア

ル
コー

ル
で

汚
染

され
て

い
る

可
能

性
の

あ
る

アル
コー

ル
⼿

指
消

毒
剤

に
関

して
警

告
を

発
表

した
。A

AP
CC

も
これ

に
同

調
し、

FD
Aの

懸
念

を
促

進
して

、そ
れ

らの
使

⽤
を

直
ち

に
中

⽌
し、

これ
らの

製
品

を
慎

重
に

処
分

す
る

よ
う警

告
す

る
。
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ild
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5 

Yr
s.

（
0〜

5歳
の

⼦
供

の
た

め
の

家
庭

⽤
クリ

ー
ナ

ー
曝

露
の

増
加

）
家

庭
⽤

クリ
ー

ナ
ー

は
、C

O
VI

D-
19

な
どの

病
原

菌
の

蔓
延

を
防

ぐの
に

効
果

的
と証

明
され

て
い

る
が

、⼦
ども

は
これ

らの
製

品
へ

の
曝

露
に

よ
って

引
き

起
こさ

れ
る

影
響

に
特

に
敏

感
で

あ
る

。N
at

io
na

l P
oi

so
n 

D
at

a 
Sy

st
em

（
NP

D
S）

に
よ

る
と、

20
20

年
3⽉

1⽇
か

ら6
⽉

30
⽇

まで
の

間
、0

〜
5歳

の
⼦

ども
た

ち
の

家
庭

⽤
クリ

ー
ナ

ー
（

洗
剤

、漂
⽩

剤
な

ど）
へ

の
曝

露
は

20
19

年
と⽐

較
して

10
％

増
加

した
。
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D 
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（
CO

VI
D1

9中
の

洗
浄

と消
毒

）
家

を
掃

除
、消

毒
す

る
とき

は
、以

下
の

ヒン
トに

従
う︓

す
べ

て
の

家
庭

⽤
クリ

ー
ナ

ー
と化

学
薬

品
を

⼦
ども

や
ペ

ット
の

視
界

や
⼿

の
届

か
な

い
とこ

ろ
や

⾷
べ

物
や

飲
み

物
か

ら離
して

保
管

す
る

、ラ
ベ

ル
と蓋

を
その

ま
ま

に
して

元
の

容
器

に
⼊

れ
て

お
く、

掃
除

を
す

る
とき

は
常

に
⼦

供
を

監
視

す
る

、家
庭

⽤
クリ

ー
ナ

ー
や

化
学

薬
品

は
混

合
しな

い
、掃

除
す

る
場

所
が

⼗
分

に
換

気
され

て
い

る
こと

を
確

認
す

る
。
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毒
物

安
全

チ
ラシ

）
⼿

の
消

毒
や

家
庭

内
の

掃
除

は
重

要
で

あ
る

が
、ジ

ョー
ジ

ア
PC

は
これ

らに
関

連
す

る
中

毒
の

増
加

を
把

握
して

い
る

。 
クリ

ー
ナ

ー
の

誤
⽤

、⼿
指

消
毒

剤
の

事
故

、サ
プ

リメ
ント

の
投

与
量

の
増

加
は

、⼦
ども

や
⼤

⼈
に

重
⼤

な
中

毒
を

引
き

起
こす

可
能

性
が

あ
る

.消
毒

剤
や

家
庭

⽤
クリ

ー
ナ

ー
な

どの
使

⽤
に

は
注

意
す

る
。製

品
は

指
⽰

通
りに

使
⽤

し、
製

品
間

の
化

学
反

応
を

避
け

る
た

め
1度

に
1つ

の
製

品
を

使
⽤

す
る

。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
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機
械

翻
訳

）
概

要
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中
の

漂
⽩

剤
曝

露
M

PC
の

To
xT

id
bi

ts
）

CD
Cは

CO
VI

D-
19

ウイ
ル

ス
の

⽣
存

を
制

限
す

る
た

め
、家

庭
や

企
業

の
清

掃
と消

毒
に

関
す

る
ガ

イダ
ンス

を
提

供
して

お
り、

その
推

奨
事

項
に

は
漂

⽩
剤

の
希

釈
液

の
使

⽤
が

含
ま

れ
る

。A
AP

CC
で

は
パ

ンデ
ミッ

ク前
に

⽐
べ

て
漂

⽩
剤

の
問

い
合

わ
せ

件
数

が
増

加
して

お
り、

消
毒

剤
、⼿

指
消

毒
剤

も
同

様
で

あ
る

。
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⽩
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漂
⽩

剤
と消

毒
剤

の
安

全
な

使
⽤

）
昨

年
の

同
時

期
と⽐

較
して

ウェ
ス

トバ
ー

ジ
ニア

州
で

の
漂

⽩
剤

と消
毒

剤
に

よ
る

中
毒

の
件

数
は

2倍
に

な
っ

た
。通

常
これ

らの
製

品
に

よ
る

事
故

は
6歳

未
満

の
⼩

児
が

⼤
部

分
を

占
め

る
が

、注
⽬

す
べ

き
は

10
代

と⼤
⼈

で
あ

る
。⼿

指
消

毒
剤

に
よ

る
中

毒
も

続
い

て
い

る
。⼿

指
消

毒
剤

が
ミニ

ボ
トル

や
薬

瓶
に

⼊
って

い
て

も
絶

対
に

飲
ま

な
い

。漂
⽩

剤
や

消
毒

剤
を

飲
ん

だ
り、

意
図

的
に

吸
⼊

しな
い

。漂
⽩

剤
や

消
毒

剤
を

マ
ス

クに
ス

プ
レ

ー
し

な
い

。
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サ
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Ev
en

ts
　H

an
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Sa
ni

tiz
er

 C
as

es
 o

n 
th

e 
Ri

se
（

ニュ
ー

ス
＆

イベ
ント

　上
昇

中
の

⼿
指

消
毒

剤
ケ

ー
ス

）
ノー

ス
カロ

ライ
ナ

PC
で

は
⼿

指
消

毒
剤

に
関

す
る

ケ
ー

ス
が

増
加

して
お

り、
20

19
年

か
ら2

02
0年

に
か

け
て

症
例

数
は

32
7件

（
20

19
/1

/1
〜

8/
1）

か
ら6

42
件

（
20

20
/1

/1
〜

8/
1）

に
ほ

ぼ
倍

増
した

。 
メキ

シ
コ

で
作

られ
た

い
くつ

か
の

消
毒

剤
は

メタ
ノー

ル
を含

ん
で

お
り、

FD
Aが

リコ
ー

ル
した

消
毒

剤
の

最
新

リス
トを

確
認

す
る

。リ
ス

トに
あ

る
消

毒
剤

を
使

⽤
して

い
る

場
合

は
それ

を
捨

て
る

。⼿
指

消
毒

剤
は

絶
対

に
飲

ま
な

い
。
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Le
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g 

Yo
ur

 H
om

e 
Ha

rm
 Y

ou
（

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
︓

家
の

掃
除

や
消

毒
で

害
を

及
ぼ

さな
い

で
くだ

さい
）

イリ
ノイ

PC
は

20
19

年
と⽐

較
し、

20
20

/3
/1

5〜
4/

26
ま

で
に

洗
浄

剤
の

問
い

合
わ

せ
が

49
％

増
加

し、
6-

19
歳

と2
0歳

以
上

の
件

数
は

激
増

した
。通

常
の

ハ
ンド

ソ
ー

プ
の

か
わ

りに
漂

⽩
剤

な
どを

使
⽤

して
⼿

を
洗

って
発

疹
や

炎
症

な
どの

症
状

が
出

る
、漂

⽩
剤

な
どで

⾷
料

品
を

洗
浄

して
摂

取
時

の
毒

性
を

⼼
配

す
る

、
洗

浄
剤

の
混

合
に

よ
り不

注
意

で
有

毒
ガ

ス
を

発
⽣

させ
る

等
の

相
談

を
受

け
て

い
る

。
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CO
VI

D-
Re

la
te

d 
Po

is
on

in
gs

 F
AQ

（
CO

VI
D関

連
の

中
毒

に
関

す
る

FA
Q

）
CO

VI
D関

連
の

中
毒

に
関

す
る

Q
&

Aと
して

、以
下

6つ
の

質
問

の
回

答
を

掲
載

して
い

る
︓

⼦
ども

が
⼿

指
消

毒
剤

を
摂

取
した

場
合

の
対

応
、漂

⽩
剤

は
農

産
物

に
安

全
に

使
⽤

で
き

る
か

、ブ
ー

ス
ト効

果
の

た
め

に
クリ

ー
ナ

ー
を

混
ぜ

た
い

が
安

全
か

、C
O

VI
Dウ

イル
ス

の
感

染
予

防
に

オ
レ

ガ
ノの

オ
イル

の
使

⽤
は

安
全

か
、亜

鉛
が

多
す

ぎ
る

の
は

悪
い

こと
か

、イ
ヌの

イベ
ル

メク
チ

ンを
服

⽤
して

CO
VI

Dウ
イル

ス
感

染
を

防
ぐこ

とで
き

る
か

。
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rt
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n 
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nd
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rs

（
州

毒
セ

ンタ
ー

と保
健

機
関

が
特

定
の

⼿
指

消
毒

剤
に

関
す

る
警

告
を

発
す

る
）

CO
VI

D
19

パ
ンデ

ミッ
クの

間
に

⼿
指

消
毒

剤
使

⽤
が

増
加

し、
有

毒
な

ア
ル

コー
ル

の
曝

露
に

関
す

る
PC

へ
の

相
談

数
も

増
加

して
い

る
。エ

タノ
ー

ル
含

有
と記

載
され

た
⼿

指
消

毒
剤

製
品

が
劇

的
に

増
加

した
が

、実
際

は
メタ

ノー
ル

を
含

む
製

品
も

あ
る

。ニ
ュー

メキ
シ

コP
Cは

最
近

、メ
タノ

ー
ル

で
汚

染
され

た
⼿

指
消

毒
剤

の
摂

取
に

よ
る

3⼈
の

死
亡

と1
⼈

の
永

久
的

な
失

明
を

報
告

した
。⼿

指
消

毒
剤

を
誤

飲
した

場
合

は
、す

ぐP
Cに

電
話

す
る

。
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ue

 to
 C

O
VI

D-
19

?
（

CO
VI

D-
19

に
よ

り、
よ

り多
くの

毒
物

曝
露

が
起

こっ
て

い
ま

す
か

︖
）

全
国

多
くの

PC
で

は
、⼿

指
消

毒
剤

、漂
⽩

剤
、そ

の
他

の
洗

浄
剤

に
関

連
す

る
電

話
が

増
え

て
お

り、
これ

ら製
品

の
使

⽤
が

増
加

して
い

る
だ

け
で

な
く、

⾃
宅

で
過

ご
す

時
間

が
⻑

い
こと

が
原

因
の

可
能

性
が

あ
る

。掃
除

や
消

毒
の

際
、誤

った
⽅

法
や

量
を

使
うと

有
害

で
あ

る
か

も
しれ

な
い

。予
防

の
重

要
な

ヒン
トは

ラベ
ル

を
読

む
、安

全
上

の
警

告
に

従
う、

指
⽰

どお
りに

製
品

を
希

釈
す

る
、⼗

分
な

換
気

を
確

保
、洗

浄
剤

を
混

合
しな

い
な

どで
あ

る
。
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Co
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ru
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(C
O

VI
D-

19
)

（
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

（
CO

VI
D-

19
）

）
20

20
年

1〜
3⽉

に
⼿

指
消

毒
剤

、漂
⽩

剤
、そ

の
他

/万
能

クリ
ー

ナ
ー

を
使

⽤
した

Po
iso

n 
He

lp
ホ

ット
ラ

イン
へ

の
電

話
が

前
年

同
時

期
と⽐

べ
て

20
％

増
加

した
。C

O
VI

D-
19

関
連

の
中

毒
に

関
係

し、
家

庭
⽤

化
学

物
質

の
安

全
な

取
り扱

い
と保

管
、⼿

指
消

毒
剤

の
適

切
な

取
り扱

い
、安

全
な

薬
の

使
⽤

が
事

故
予

防
に

必
要

で
あ

る
。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
　　

PC
C︓

Po
is

on
 C

on
tr

ol
 C

en
te

rs
UR

L
参

考
項

⽬
1

US
A

PC
C

NY
C 
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r
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C 
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Ho
m

e
（

CO
VI

D-
19

と毒
物

予
防

︓
家

に
い

る
間

安
全

を
保

つ
）

CO
VI

D-
19

流
⾏

で
よ

り多
くの

洗
浄

剤
や

医
薬

品
を

使
⽤

し、
医

療
過

誤
や

意
図

しな
い

過
剰

摂
取

の
リス

ク
が

⾼
ま

る
。C

O
VI

D-
19

の
治

療
とし

て
洗

剤
や

消
毒

剤
の

摂
取

や
注

射
を

しな
い

。家
庭

⽤
消

毒
剤

は
有

毒
で

摂
取

した
り注

射
す

る
と、

深
刻

な
危

害
や

死
に

⾄
る

可
能

性
が

あ
る

。医
療

提
供

者
の

承
認

が
な

い
限

り、
「抗

CO
VI

D-
19

」と
して

宣
伝

され
て

い
る

製
品

や
薬

を
使

⽤
しな

い
。
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nd
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:P
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l f
or

 M
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e,

 A
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nd
 T

ox
ic

 E
ffe

ct
s

（
⼿

指
消

毒
剤

︓
誤

⽤
、乱

⽤
お

よ
び

毒
性

作
⽤

の
可

能
性

）
アル

コー
ル

ベ
ー

ス
の

⼿
指

消
毒

剤
は

⽇
常

の
必

需
品

で
あ

り、
CO

VI
D

19
の

蔓
延

を
遅

らせ
る

上
で

重
要

な
役

割
を

果
た

す
が

、誤
⽤

、乱
⽤

、偶
発

的
な

曝
露

の
可

能
性

が
あ

り、
ア

ル
コー

ル
中

毒
に

つ
な

が
る

。P
Cは

⼿
指

消
毒

剤
だ

け
で

な
く、

消
毒

剤
や

洗
浄

剤
も

誤
⽤

の
重

⼤
な

危
険

性
に

つ
い

て
も

警
告

して
い

る
。全

国
の

PC
は

、コ
ロナ

ウイ
ル

ス
感

染
の

拡
⼤

を
防

ぐた
め

に
使

⽤
され

る
化

学
製

品
に

関
連

す
る

電
話

の
急

増
を

報
告

した
。
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Pa
nd

em
ic

（
CO

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

ク中
の

安
全

で
健

康
的

な
休

⽇
の

た
め

の
ヒン

ト）

ホ
リデ

ー
シ

ー
ズ

ン中
に

⼦
ども

を巻
き

込
ん

だ
中

毒
事

件
の

数
が

増
加

して
い

る
。ネ

ブ
ラス

カP
Cで

は
家

の
中

で
事

故
防

⽌
の

た
め

の
注

意
点

とし
て

、薬
を

⾒
え

な
い

場
所

に
保

管
す

る
、消

毒
剤

や
クリ

ー
ナ

ー
を

カウ
ンタ

ー
に

保
管

す
る

こと
は

避
け

る
、⼿

指
消

毒
剤

や
⾹

⽔
な

どに
は

ア
ル

コー
ル

が
含

ま
れ

て
お

り⾒
え

な
い

場
所

に
保

管
す

る
、な

どで
あ

る
。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

eb
ra

sk
ap

oi
so

n.
co

m
/m

ed
ia

-p
re

ss
-

re
le

as
es

/#
to

p

Ph
ili

de
lp

hi
a 

Po
is

on
 C

on
tr

ol
 

Ce
nt

er
Ph

ili
de

lp
hi

a 
Po

is
on

 
Co

nt
ro

l C
en

te
r 

w
eb

サ
イト

20
21

/
1/

19
Cl
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ng
 fo

r 
CO
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19
 ̶

 a
nd

 K
ee

pi
ng

 th
e 

Ki
ds

 S
af

e,
 T

oo
（

CO
VI

D-
19

の
清

掃
̶

そし
て

⼦
供

た
ち

の
安

全
も

守
る

）
パ

ンデ
ミッ

ク初
期

の
数

週
間

、⽶
国

内
の

PC
は

、2
01

9年
と2

01
8年

の
同

じ⽉
と⽐

較
して

、洗
浄

剤
、消

毒
剤

、⼿
指

消
毒

剤
の

曝
露

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
が

14
％

か
ら2

0％
増

加
した

と報
告

した
。⼦

ども
の

安
全

に
保

ち
な

が
らC

O
VI

D-
19

を
寄

せ
付

け
な

い
た

め
に

は
、ラ

ベ
ル

を
読

み
適

切
な

量
を

使
⽤

す
る

、漂
⽩

剤
な

どを
混

合
しな

い
、⼿

指
消

毒
剤

は
⼦

ども
の

⼿
の

届
か

な
い

とこ
ろ

に
保

管
す

る
、F

D
Aの

リコ
ー

ル
リス

トを
確

認
な

ど
を

⾏
う。
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ST

AY
IN

G 
SA

FE
 W

HI
LE

 S
TA

YI
NG

 H
O

M
E

（
家

に
い

る
間

安
全

を
保

つ
）

CO
VI

D-
19

の
パ

ンデ
ミッ

ク以
来

、P
CC

で
は

多
くの

相
談

を
受

け
て

お
り、

⼦
ども

だ
け

で
な

く成
⼈

の
中

毒
事

故
の

電
話

が
さら

に
増

加
す

る
可

能
性

が
あ

る
。ほ

とん
どの

中
毒

は
⾃

宅
で

発
⽣

し、
家

族
が

⾃
宅

で
過

ご
す

時
間

が
増

え
る

と中
毒

が
起

こる
機

会
が

さら
に

増
え

る
。事

故
防

⽌
の

た
め

製
品

を
安

全
に

使
⽤

す
る

、製
品

を
混

合
しな

い
、漂

⽩
剤

や
消

毒
剤

を
飲

ん
だ

り吸
い

込
ん

だ
りし

な
い

、⼿
指

消
毒

剤
使

⽤
時

は
⼦

供
を

監
視

す
る

な
ど注

意
す

る
。
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Co
ro
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Re
la

te
d 

Po
is

on
in

gs
, I

nf
or

m
at

io
n

（
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

関
連

の
中

毒
、情

報
）

CO
VI

D-
19

の
治

療
ま

た
は

予
防

に
効

果
的

と知
られ

て
い

る
サ

プ
リメ

ント
、薬

、治
療

法
は

な
く、

漂
⽩

剤
や

過
酸

化
⽔

素
の

摂
取

な
どは

危
険

で
あ

る
。⼿

指
消

毒
剤

は
使

⽤
禁

⽌
リス

トに
な

い
か

チ
ェッ

クす
る

。家
の

掃
除

は
製

品
を

適
切

に
使

⽤
して

ドア
ノブ

な
どの

表
⾯

を
洗

浄
、消

毒
す

る
こと

は
CO

VI
D-

19
の

よ
うな

病
気

の
蔓

延
に

対
して

効
果

的
で

あ
る

が
、誤

使
⽤

す
る

と家
庭

内
の

他
の

家
族

、特
に

⼦
ども

に
害

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

。
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Ha
nd

 S
an

iti
ze

rs
 C

on
ta

m
in

at
ed

 w
ith

 M
et

ha
no

l
（

メタ
ノー

ル
で

汚
染

され
た

⼿
指

消
毒

剤
）

リコ
ー

ル
され

た
メタ

ノー
ル

を
含

む
⼿

指
消

毒
剤

が
増

え
て

い
る

の
で

、F
D

Aの
w

eb
サ

イト
に

あ
る

リス
トで

確
認

す
る

。こ
れ

らの
製

品
を

⼿
に

使
⽤

す
る

す
べ

て
の

⼈
が

危
険

に
さら

され
る

が
、誤

って
これ

らの
製

品
を

摂
取

した
幼

児
や

、ア
ル

コー
ル

（
エ

タノ
ー

ル
）

の
代

替
品

とし
て

これ
らの

製
品

を
飲

む
⻘

年
お

よ
び

成
⼈

は
、メ

  タノ
ー

ル
中

毒
の

リス
クが

最
も

⾼
くな

る
。
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RM

AT
IO

N
（

CO
VI

D-
19

リソ
ー

ス
と情

報
）

⾼
齢

者
の

毒
物

予
防

（
CO

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

ク時
の

予
防

戦
略

）
、C

O
VI

D-
19

中
の

中
毒

の
予

防
（

ク
リー

ナ
ー

、薬
な

どに
よ

る
安

全
上

の
ヒン

ト）
、メ

タノ
ー

ル
ベ

ー
ス

の
⼿

指
消

毒
剤

に
関

す
る

資
料

や
、ワ

シ
ント

ン
PC

Cの
CO

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

ク時
の

曝
露

傾
向

に
つ

い
て

の
情

報
（

co
vi

d-
19

パ
ンデ

ミッ
ク中

の
事

故
増

加
等

）
を

掲
載

して
い

る
。
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SI
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UX
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 S
EE

S 
UP
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CK

 IN
 C

AL
LS

 A
M

ID
 C

O
VI

D-
19

 P
AN

DE
M

IC
（

ス
ー

シ
テ

ィに
本

拠
を

置
くア

イオ
ワ

毒
物

管
理

セ
ンタ

ー
は

、C
O

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

クの
中

で
電

話
の

増
加

を
⾒

て
い

ま
す

）

IP
CC

に
は

家
庭

⽤
洗

剤
と消

毒
剤

に
曝

露
に

関
す

る
電

話
が

急
増

して
い

る
。3

⽉
に

IP
CC

で
は

、エ
タノ

ー
ル

ベ
ー

ス
の

⼿
指

消
毒

剤
、漂

⽩
剤

、消
毒

剤
の

い
ず

れ
か

を
含

む
曝

露
が

合
計

10
0回

あ
り、

1⽉
と2

⽉
の

2倍
以

上
で

あ
った

。 
漂

⽩
剤

と消
毒

剤
の

曝
露

が
各

34
件

あ
り、

これ
は

20
19

年
の

同
⽉

の
2倍

以
上

で
あ

った
。

エタ
ノー

ル
ベ

ー
ス

の
⼿

指
消

毒
剤

の
曝

露
も

20
19

年
3⽉

の
21

回
か

ら2
02

0年
3⽉

の
32

回
に

増
加

した
。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
　　

PC
C︓

Po
is

on
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on
tr

ol
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en
te

rs
UR

L
参

考
項

⽬
1
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A
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Sa
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or
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Po
is

on
 C

en
te

r
Sa

nf
or

d 
Po

is
on

 
Ce

nt
er

　w
eb

サ
イト

Ar
e 

m
or

e 
po

is
on

 e
xp

os
ur

es
 h

ap
pe

ni
ng

 d
ue

 to
 C

O
VI

D-
19

?
（

CO
VI

D-
19

に
よ

り、
よ

り多
くの

毒
物

曝
露

が
起

こっ
て

い
ま

す
か

︖
）

全
国

多
くの

PC
で

は
、⼿

指
消

毒
剤

、漂
⽩

剤
、そ

の
他

の
洗

浄
剤

に
関

連
す

る
電

話
が

増
え

て
お

り、
これ

ら製
品

の
使

⽤
が

増
加

して
い

る
だ

け
で

な
く、

⾃
宅

で
過

ご
す

時
間

が
⻑

い
こと

が
原

因
の

可
能

性
が

あ
る

。掃
除

や
消

毒
の

際
、誤

った
⽅

法
や

量
を

使
うと

有
害

で
あ

る
か

も
しれ

な
い

。予
防

の
重

要
な

ヒン
トは

ラベ
ル

を
読

む
、安

全
上

の
警

告
に

従
う、

指
⽰

どお
りに

製
品

を
希

釈
す

る
、⼗

分
な

換
気

を
確

保
、洗

浄
剤

を
混

合
しな

い
な

どで
あ

る
。
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TO
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AT

 
CO

VI
D-

19
?

（
CO

VI
D

-1
9を

治
療

す
る

た
め

の
サ

プリ
メン

トや
その

他
の

治
療

法
は

あ
りま

す
か

︖
）

現
在

の
とこ

ろ
、こ

の
感

染
症

に
対

す
る

FD
A承

認
の

治
療

法
は

な
い

。⼆
酸

化
塩

素
（

「ミ
ラク

ル
ミネ

ラル
サ

プ
リ

メン
ト」

また
は

M
M

Sと
して

も
知

られ
て

い
る

）
は

、C
O

VI
D

-1
9の

メリ
ット

が
あ

る
とし

て
イン

ター
ネ

ット
上

で
最

初
に

販
売

され
た

製
品

の
1つ

で
、多

くの
製

剤
が

オ
ンラ

イン
で

⼊
⼿

で
き

る
が

、こ
れ

らの
製

品
を

飲
ん

で
激

しい
嘔

吐
/下

痢
、脱

⽔
症

に
よ

って
引

き
起

こさ
れ

る
⽣

命
を

脅
か

す
低

⾎
圧

、お
よ

び
急

性
肝

不
全

を
患

った
⼈

が
い

る
。
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28
5 

Ti
ps

 fo
r 

Cl
ea

ni
ng

 &
 D

is
in

fe
ct

in
g 

Sa
fe

ly
（

安
全

に
洗

浄
・消

毒
す

る
た

め
の

5つ
の

ヒン
ト）

ミズ
ー

リP
Cで

は
、C

O
VI

D-
19

へ
の

懸
念

か
ら、

洗
浄

剤
、消

毒
剤

、⼿
指

消
毒

剤
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

が
増

え
て

い
る

。安
全

に
洗

浄
お

よ
び

消
毒

す
る

た
め

以
下

の
ヒン

トに
従

う︓
酸

と漂
⽩

剤
は

混
ぜ

な
い

、過
酸

化
⽔

素
は

酢
と反

応
す

る
の

で
混

合
しな

い
、⼿

指
消

毒
剤

は
アル

コー
ル

を含
む

の
で

⼦
ども

の
使

⽤
時

は
⼤

⼈
が

監
督

す
る

、⽪
膚

/体
に

消
毒

⽤
ワ

イプ
を

使
⽤

しな
い

、消
毒

な
どの

⽤
語

を
正

しく
理

解
し製

品
の

保
管

に
注

意
す

る
。
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1
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st
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Po
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on
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 in
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sa
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tiz

er
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bl
ea

ch
 c

al
ls

 d
ue

 to
 C

O
VI

D-
19

（
ニュ

ー
ヨー

ク州
北

部
の

毒
物

セ
ンタ

ー
で

は
、C

O
VI

D-
19

に
よ

る
⼿

指
消

毒
剤

、漂
⽩

剤
の

呼
び

出
しが

増
加

して
い

ま
す

）

ニュ
ー

ヨー
ク州

北
部

PC
へ

の
直

接
電

話
は

前
年

並
み

で
あ

った
が

、2
02

0年
3⽉

に
開

設
され

た
新

しい
Up

st
at

e 
CO

VI
D-

19
ホ

ット
ライ

ンと
の

連
携

に
よ

り、
全

体
とし

て
電

話
数

は
38

％
増

加
し、

クリ
ー

ニン
グ

製
品

、化
粧

品
、パ

ー
ソ

ナ
ル

ケ
ア

製
品

（
特

に
⼿

指
消

毒
剤

）
、植

物
、ビ

タミ
ン、

ア
ル

コー
ル

に
関

連
す

る
ケ

ー
ス

が
増

加
した

。
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nn

ua
l R

ep
or

t
（

20
20

年
年

次
報

告
書

）
CO

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

ク時
に

、ア
ラバ

マ
PC

は
20

20
年

3⽉
か

ら5
⽉

ま
で

、す
べ

て
の

年
齢

で
洗

浄
剤

の
曝

露
症

例
が

20
19

年
の

同
じ時

期
と⽐

較
して

26
％

増
加

した
。
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l C
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nt
er

　
w

eb
サ

イト

A 
Pr

im
e 

Ti
m

e 
fo

r 
Po

is
on

in
gs

（
中

毒
の

プ
ライ

ム
タイ

ム
）

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
（

CO
VI

D-
19

）
の

発
症

に
よ

り、
学

校
、デ

イケ
ア

、お
よ

び
企

業
は

閉
鎖

され
る

。ハ
ンド

サ
ニ

タイ
ザ

ー
、ク

リー
ニン

グ
製

品
、お

よ
び

 ワ
イプ

は
⼦

供
た

ち
の

近
くに

⼿
の

届
くと

ころ
に

あ
り、

意
図

しな
い

中
毒

が
⾃

宅
で

発
⽣

す
る

絶
好

の
機

会
に

な
る

。
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Ce

nt
er

 N
et

w
or

k
（

TP
CN

）

Us
e 

Cl
ea

ne
rs

 a
nd

 D
is

in
fe

ct
an

ts
 S

af
el

y 
at

 H
om

e
（

⾃
宅

で
クリ

ー
ナ

ー
と消

毒
剤

を
安

全
に

使
⽤

す
る

）
Te

xa
s 

Po
is

on
 C

en
te

r 
Ne

tw
or

k（
TP

CN
）

で
は

、洗
浄

剤
と消

毒
剤

に
関

連
す

る
電

話
が

70
％

増
加

して
い

る
。C

O
VI

D-
19

の
パ

ンデ
ミッ

クの
間

、洗
浄

剤
と消

毒
剤

の
適

切
な

使
⽤

と取
り扱

い
が

重
要

で
、家

族
の

安
全

を
守

る
た

め
に

、家
庭

⽤
化

学
製

品
を

使
⽤

ま
た

は
保

管
す

る
とき

は
安

全
上

の
ヒン

トに
従

う（
ラベ

ル
の

指
⽰

に
従

う、
製

品
を

混
ぜ

な
い

、元
の

容
器

に
保

管
、⼿

の
届

か
な

い
とこ

ろ
に

保
管

な
ど）
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ア
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ゼ
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ン
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C
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st
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ci

ón
 p

ed
iá

tr
ic

a
（

ロザ
リオ

⼩
児

療
養

所
、P

CC
相

談
業

務
終

了
)
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rt

ox
　w
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サ

イト
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Re
ch

az
an

 ta
m

bi
én

 e
n 

Ar
ge

nt
in

a 
al

 d
ió

xi
do

 d
e 

cl
or

o 
co

m
o 

tr
at

am
ie

nt
o 

pa
ra

 e
l c

or
on

av
iru

s
（

彼
らは

ま
た

、ア
ル

ゼ
ンチ

ンの
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

の
治

療
とし

て
⼆

酸
化

塩
素

を
拒

否
しま

す
）

CO
VI

D-
19

に
関

連
し、

⼆
酸

化
塩

素
に

関
す

る
危

険
な

フェ
イク

ニュ
ー

ス
が

出
回

って
い

る
。コ

ロナ
ウイ

ル
ス

の
治

療
法

とし
て

⼆
酸

化
塩

素
が

い
くつ

か
の

ツイ
ッタ

ー
で

流
布

され
て

い
る

が
、専

⾨
家

は
CO

VI
D-

19
を

治
療

ま
た

は
予

防
の

有
効

性
を

否
定

した
。今

年
4⽉

に
ア

ル
ゼ

ンチ
ン毒

物
学

協
会

、呼
吸

器
医

学
協

会
、コ

ル
ドバ

環
境

毒
物

学
会

、イ
ベ

ロア
メリ

カ環
境

健
康

協
会

が
、⼆

酸
化

塩
素

の
摂

取
は

安
全

性
ま

た
は

有
効

性
を

裏
付

け
る

科
学

的
証

拠
が

な
い

だ
け

で
な

く、
重

度
の

刺
激

性
消

化
器

症
状

を
引

き
起

こし
、障

害
に

達
す

る
可

能
性

が
あ

る
こと

を
声

明
で

発
表

した
。
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Lo
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19
 d
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o 
de

 c
lo

ro
 in

tr
av

en
os

o,
 n

i c
on

 ib
up

ro
fe

no
 in

ha
la

do
（

co
vi

d-
19

の
患

者
は

、⼆
酸

化
塩

素
の

静
脈

内
投

与
や

イブ
プ

ロフ
ェン

の
吸

⼊
で

治
療

され
る

べ
き

で
は

あ
りま

せ
ん

。）

⼆
酸

化
塩

素
とイ

ブ
プ

ロフ
ェン

は
、C

O
VI

D-
19

に
対

す
る

治
療

の
代

替
⼿

段
で

は
な

い
。C

O
VI

D-
19

の
患

者
に

対
す

る
⼆

酸
化

塩
素

の
静

脈
内

投
与

や
イブ

プ
ロフ

ェン
の

吸
⼊

とい
った

適
応

外
使

⽤
は

、医
師

の
責

任
の

も
とに

お
い

て
も

⾏
わ

れ
る

べ
き

で
は

な
い

。規
制

、管
理

、倫
理

、専
⾨

的
な

観
点

か
らも

、専
⾨

家
も

医
療

機
関

も
根

拠
の

な
い

治
療

を
施

す
義

務
は

な
い

。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
　　

PC
C︓
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is

on
 C

on
tr

ol
 C

en
te

rs
UR

L
参

考
項

⽬
3
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衆

衛
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eb
サ
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ト
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At
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ca
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cl
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rs
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nd
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in

fe
ct

an
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O
VI

D-
19

 
pa

nd
em

ic
: 

da
ta

 fr
om

 C
an

ad
ia

n 
po

is
on

 c
en

tr
es

（
⼀

⽬
で

– 
CO

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

クの
発

症
時

に
選

択
され

た
クリ

ー
ナ

ー
と消

毒
剤

に
関

連
す

る
曝

露
コー

ル
の

増
加

︓
カナ

ダの
毒

物
セ

ンタ
ー

か
らの

デ
ー

タ）

CO
VI

D-
19

パ
ンデ

ミッ
ク中

の
洗

浄
剤

の
使

⽤
ま

た
は

誤
⽤

に
つ

い
て

、カ
ナ

ダP
CC

の
相

談
電

話
件

数
を

20
19

年
と2

02
0年

の
1⽉

〜
6⽉

で
⽐

較
した

とこ
ろ

、漂
⽩

剤
34

08
（

42
％

増
）

、⼿
指

消
毒

剤
20

15
（

25
％

増
）

、除
菌

剤
16

67
（

21
％

増
）

、塩
素

ガ
ス

94
9（

12
％

増
）

、ク
ロラ

ミン
ガ

ス
14

8（
2％

増
）

とい
ず

れ
も

増
加

して
い

た
。増

加
は

CO
VI

D-
19

に
連

動
して

発
⽣

し、
3⽉

が
最

も
増

加
して

い
た

。カ
ナ

ダ保
健

省
が

主
導

す
る

カナ
ダ毒

物
情

報
監

視
シ

ス
テ

ム
（

CS
SP

I）
を⽤

い
て

PC
Cの

デ
ー

タに
タイ

ム
リー

に
ア

クセ
ス

して
、安

全
に

関
す

る
メッ

セ
ー

ジ
を

早
期

に
伝

達
し、

⼀
般

に
広

め
る

こと
が

で
き

た
。
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vi
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19
-

pa
nd
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ia

n-
po

is
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-
ce

nt
re

s.
ht

m
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)

he
al

th
-c

an
ad

a（
カナ

ダ保
健

省
）

20
20

/
6/

25
Us

e 
ho

us
eh

ol
d 

ch
em

ic
al

s 
sa

fe
ly

（
家

庭
⽤

化
学

薬
品

を
安

全
に

使
⽤

す
る

）
家

庭
⽤

化
学

製
品

に
は

、洗
浄

剤
、研

磨
剤

、排
⽔

管
クリ

ー
ナ

ー
、塗

料
お

よ
び

塗
料

シ
ンナ

ー
、パ

ック
型

液
体

洗
濯

洗
剤

、ウ
イン

ドウ
オ

ッシ
ャー

液
な

どが
あ

り、
安

全
に

取
り扱

わ
な

い
と⽕

傷
、⽕

災
、中

毒
、爆

発
を

引
き

起
こす

可
能

性
が

あ
る

。ま
た

家
庭

⽤
化

学
製

品
は

5歳
未

満
の

⼦
供

の
怪

我
や

死
亡

の
原

因
とな

る
トッ

プ
製

品
の

1つ
で

あ
る

。C
O

VI
D-

19
に

関
連

して
、家

庭
⽤

漂
⽩

剤
（

塩
素

系
漂

⽩
剤

）
を

除
菌

⽬
的

で
使

⽤
す

る
こと

が
あ

る
が

、混
合

せ
ず

、製
品

ラベ
ル

の
指

⽰
に

従
って

使
⽤

す
る

必
要

が
あ

る
。ま

た
、漂

⽩
剤

は
⼦

供
の

⼿
の

届
か

な
い

とこ
ろ

に
置

く必
要

が
あ

る
。
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、
7/

10
更

新

AR
CH

IV
ED

 -
 R

ec
al

l o
f c

er
ta

in
 h

an
d 

sa
ni

tiz
er

s 
th

at
 m

ay
 p

os
e 

he
al

th
 r

is
ks

（
ア

ー
カイ

ブ
-健

康
上

の
リス

クを
も

た
らす

可
能

性
の

あ
る

特
定

の
⼿

指
消

毒
剤

の
リコ

ー
ル

）

⼿
指

消
毒

剤
へ

の
使

⽤
が

許
可

され
て

い
な

い
、⼯

業
⽤

グ
レ

ー
ドの

エタ
ノー

ル
で

作
られ

た
特

定
の

⼿
指

消
毒

剤
が

出
回

って
お

り、
20

20
年

7⽉
10

⽇
現

在
で

32
製

品
に

つ
い

て
回

収
を

勧
め

て
い

る
。こ

れ
らの

製
品

に
は

酢
酸

エ
チ

ル
や

メタ
ノー

ル
な

どの
不

純
物

が
含

ま
れ

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、使

⽤
を

中
⽌

し、
使

⽤
に

よ
り健

康
上

の
懸

念
が

あ
る

場
合

は
医

療
機

関
に

相
談

し、
有

害
事

象
が

あ
れ

ば
カナ

ダ保
健

省
に

報
告

す
る

よ
う呼

び
掛

け
て

い
る

。
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PC
C

O
nt

ar
io

 P
oi

so
n 

Ce
nt

er
（

オ
ンタ

リオ
中

毒
セ

ンタ
ー

）
O

nt
ar

io
 P

oi
so

n 
Ce

nt
er

 w
eb

サ
イト

Cu
rr

en
t T

op
 1

0:
 2

02
0 

Da
ta

（
現

在
の

トッ
プ1

0︓
20

20
年

の
デ

ー
タ）

20
20

年
の

問
い

合
わ

せ
トッ

プ
10

-す
べ

て
の

年
齢

、5
歳

以
下

⾼
齢

者
（

60
歳

以
上

）
の

コメ
ント

とし
て

次
の

よ
うな

記
載

が
あ

る
。「

家
庭

⽤
クリ

ー
ナ

ー
-漂

⽩
剤

、万
能

クリ
ー

ナ
ー

、洗
剤

、消
毒

剤
は

簡
単

に
⼦

ども
の

⼿
が

届
き

、安
全

に
保

管
され

て
い

な
い

こと
が

よ
くあ

りま
す

。C
O

VI
D-

19
パ

ンデ
ミッ

クで
、毒

物
セ

ンタ
ー

に
は

これ
らの

曝
露

に
関

す
る

電
話

が
増

え
て

い
ま

す
。こ

れ
らの

製
品

を
安

全
に

保
管

す
る

⽅
法

に
つ

い
て

は
、毒

物
予

防
の

ヒン
トを

ご
覧

くだ
さい

。」
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Sa
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Al
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cr
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ce
 in
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xi

ca
çã

o 
po

r 
pr
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os
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e 
lim

pe
za

（
警

告
︓

洗
浄

剤
に

よ
る

中
毒

が
増

加
しま

す
）

国
内

で
の

洗
浄

剤
へ

の
曝

露
増

加
に

よ
って

引
き

起
こさ

れ
る

健
康

リス
クを

軽
減

す
る

た
め

、毒
物

学
情

報
⽀

援
セ

ンタ
ー

か
らの

デ
ー

タに
基

づ
い

て
作

成
した

、テ
クニ

カル
ノー

トを
リリ

ー
ス

した
。2

02
0年

1⽉
〜

4⽉
に

成
⼈

を
含

む
洗

浄
剤

に
よ

る
1,

54
0の

中
毒

記
録

を
把

握
し、

20
19

年
の

同
時

期
と⽐

較
して

23
.3

％
増

加
した

。⼩
児

は
20

19
年

と2
01

8年
に

⽐
べ

て
それ

ぞ
れ

6.
01

％
と2

.7
％

増
加

し、
1,

94
0件

の
症

例
が

登
録

され
た

。
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Cr
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ca

çã
o 

in
fa

nt
il 

po
r 

ál
co

ol
 g

el
（

ア
ル

コー
ル

ジ
ェル

に
よ

る
⼦

供
の

中
毒

の
症

例
が

増
加

しま
す

）
国

内
で

の
アル

コー
ル

ゲ
ル

へ
の

曝
露

増
加

に
よ

って
引

き
起

こさ
れ

る
健

康
リス

クを
軽

減
す

る
た

め
、毒

物
学

情
報

⽀
援

セ
ンタ

ー
か

らの
デ

ー
タに

基
づ

い
て

作
成

した
、テ

クニ
カル

ノー
トを

リリ
ー

ス
した

。2
02

0年
1⽉

〜
4⽉

の
記

録
は

10
8件

で
あ

った
。2

01
8年

は
15

件
、2

01
9年

は
17

件
で

あ
り、

20
20

年
は

⼤
幅

な
増

加
が

顕
著

で
あ

る
。1

08
件

の
うち

88
件

が
⼦

ども
に

関
係

して
い

た
。
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ブ
ラジ
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毒

物
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セ
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毒
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学
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協
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rt
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pa
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 u

so
 d

o 
ʻM

M
Sʼ

 c
om

o 
tr

at
am

en
to

 d
a 

CO
VI

D-
19

”.
（

「A
BR

AC
IT

は
、C

O
VI

D-
19

の
治

療
法

とし
て

の
「M

M
S」

の
使

⽤
に

つ
い

て
警

告
す

る
」）

CO
VI

D-
19

の
治

療
や

予
防

の
た

め
に

「ミ
ラク

ル
ミネ

ラル
ソ

リュ
ー

シ
ョン

（
M

M
S）

」と
呼

ば
れ

る
製

品
を

摂
取

す
る

こと
が

私
た

ち
の

注
意

を
引

い
て

い
る

。2
8％

の
亜

塩
素

酸
ナ

トリ
ウム

ボ
トル

と4
％

の
塩

酸
ベ

ー
ス

の
活

性
剤

ボ
トル

で
構

成
され

る
キ

ット
で

構
成

され
て

い
る

が
、ど

ち
らも

⼈
の

健
康

に
有

害
で

あ
る

。 
同

じ製
品

は
⾃

閉
症

と癌
の

治
療

⽬
的

で
過

去
に

す
で

に
販

売
され

て
い

る
が

、ブ
ラジ

ル
で

は
20

18
年

か
ら国

家
衛

⽣
監

督
庁

（
AN

VI
SA

）
に

よ
って

商
品

化
は

禁
⽌

され
て

い
る

。
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M
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 E
S

（
CI

AT
ox

-E
Sア

ラー
ト︓

ES
の

家
庭

⽤
断

熱
期

間
に

お
け

る
洗

浄
剤

の
事

故
の

数
を

増
や

しま
す

）

20
19

年
か

ら2
02

0年
ま

で
の

エ
ス

ピリ
トサ

ント
州

に
関

す
る

デ
ー

タを
分

析
す

る
と、

⼦
ども

・⼤
⼈

とも
に

事
故

が
増

加
した

が
、全

国
的

な
デ

ー
タと

は
異

な
り、

⼦
ども

の
⽅

が
よ

り有
意

な
増

加
で

あ
った

。 
製

品
に

関
して

は
、漂

⽩
剤

とし
て

知
られ

て
い

る
次

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
が

20
19

年
と2

02
0年

で
⼦

ども
、⼤

⼈
とも

最
も

代
表

的
で

あ
った

。ア
ル

コー
ル

ジ
ェル

に
関

して
は

20
19

年
は

⼦
ども

で
の

事
故

は
な

か
った

が
、2

02
0年

は
6例

が
登

録
され

、増
加

して
い

る
。
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Co
rp

o 
de

 b
om

be
iro

 fa
z 

de
si

nf
ec

çã
o 

no
 C

ed
eb

a
（

ニュ
ー

ス
/消

防
署

が
セ

デ
バ

を消
毒

）
バ

イー
ア

州
糖

尿
病

内
分

泌
セ

ンタ
ー

の
要

請
に

よ
り、

消
防

署
は

本
⽇

、ユ
ニッ

トの
施

設
の

消
毒

を
実

施
した

。
消

防
署

は
セ

デ
バ

で
⾏

わ
れ

た
消

毒
の

重
要

性
を

強
調

し、
CO

VI
D 

19
以

降
、家

庭
⽤

クリ
ー

ニン
グ

製
品

の
量

が
増

え
る

こと
に

よ
る

事
故

の
リス

クを
考

慮
して

、現
在

家
に

い
る

⼦
ども

た
ち

の
世

話
を

倍
増

す
る

必
要

が
あ

る
と警

告
した

。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
　　

PC
C︓

Po
is

on
 C

on
tr

ol
 C

en
te

rs
UR

L
参

考
項

⽬
5

メキ
シ

コ
政

府
機

関
Se

cr
et

ar
ía

 d
e 

Sa
lu

d（
メキ

シ
コ保

健
省

）
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La
 S

ec
re

ta
ría

 d
e 

Sa
lu

d 
no

 r
ec

om
ie

nd
a 

us
o 

de
 tú

ne
le

s 
y 

ar
co

s 
sa

ni
tiz

an
te

s
（

保
健

省
は

トン
ネ

ル
や

消
毒

ア
ー

チ
の

使
⽤

を
推

奨
して

い
ま

せ
ん

）

ア
ー

チ
形

で
ス

プ
リン

クラ
ー

で
消

毒
剤

を
噴

霧
す

る
こと

に
よ

って
中

の
⼈

を
消

毒
す

る
衛

⽣
トン

ネ
ル

に
つ

い
て

、
CO

VI
D-

19
を

引
き

起
こす

SA
RS

-C
oV

2ウ
イル

ス
に

対
応

す
る

に
は

消
毒

剤
の

濃
度

が
不

⼗
分

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
こと

、か
え

って
ウイ

ル
ス

を
拡

散
させ

る
可

能
性

が
あ

る
こと

、消
毒

剤
の

吸
⼊

に
よ

り呼
吸

器
の

炎
症

、
喘

息
発

作
、化

学
性

肺
炎

な
どを

引
き

起
こす

可
能

性
が

あ
る

こと
な

どか
ら、

現
時

点
で

は
推

奨
で

き
な

い
。
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欧
州

疾
病

予
防

管
理

セ
ンタ

ー
）
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 w
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サ
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最

終
更

新

Q
ue

st
io

ns
 a

nd
 a

ns
w

er
s 

on
 C

O
VI

D-
19
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Pr

ev
en

tio
n

9.
 C

an
 th

e 
fre

qu
en

t u
se

 o
f a

lc
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ol
-b

as
ed

 h
an

d 
ru

b 
so

lu
tio

ns
, o

r 
su

rfa
ce
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is

in
fe

ct
an

ts
, c

au
se

 th
e 

SA
RS

-C
O

V-
2 

vi
ru

s 
to

 d
ev

el
op

 
re

si
st

an
ce

 s
im

ila
r 

to
 a

nt
ib

io
tic

 r
es

is
ta

nc
e?

（
アル

コー
ル

ベ
ー

ス
の

⼿
指

消
毒

液
ま

た
は

表
⾯

消
毒

剤
を

頻
繁

に
使

⽤
す

る
と、

SA
RS

-
CO

V-
2ウ

イル
ス

が
抗

⽣
物

質
と同

様
に

耐
性

を
⽰

す
可

能
性

が
あ

りま
す

か
︖

）

アル
コー

ル
ベ

ー
ス

の
⼿

指
消

毒
液

と表
⾯

消
毒

剤
は

、⽪
膚

、物
体

、ま
た

は
表

⾯
の

微
⽣

物
（

つ
ま

り細
菌

や
ウイ

ル
ス

）
を

殺
す

が
、使

⽤
に

よ
って

⼀
般

的
に

耐
性

を
引

き
起

こさ
な

い
こと

を
が

⽰
され

て
い

る
。し

か
しな

が
ら、

アル
コー

ル
ベ

ー
ス

の
⼿

指
消

毒
液

と表
⾯

消
毒

剤
は

、⽪
膚

ま
た

は
表

⾯
に

局
所

的
に

の
み

使
⽤

し、
飲

⽤
して

は
な

らな
い

。深
刻

な
副

作
⽤

を
避

け
る

た
め

に
、常

に
製

造
業

者
お

よ
び

/ま
た

は
公

衆
衛

⽣
当

局
か

らの
指

⽰
に

従
う必

要
が

あ
る

。
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（

感
染

予
防

の
た

め
の

消
毒

剤
の

正
しい

使
⽤

に
関

す
る

推
奨

事
項

）

CO
VI

D-
19

感
染

防
⽌

に
使

⽤
す

る
塩

素
や

ア
ル

コー
ル

を
含

む
消

毒
剤

に
関

して
、正

しく
使

⽤
す

る
こと

が
重

要
で

あ
り、

不
適

切
に

使
⽤

す
る

と健
康

被
害

を
引

き
起

こす
可

能
性

が
あ

る
こと

、飲
⽤

しな
い

こと
、混

合
しな

い
こと

、紛
らわ

しい
容

器
に

⼊
れ

な
い

こと
等

に
つ

い
て

注
意

が
必

要
で

あ
る

。
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D
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9事
態

で
の

ハ
ウス

キ
ー

ピン
グ

）
CO

VI
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19
下

の
在

宅
時

、ス
トレ

ス
解

消
で

掃
除

を
す

る
機

会
が

増
え

て
い

る
が

、漂
⽩

剤
、ア

ル
コー

ル
、洗

浄
剤

等
の

使
⽤

に
あ

た
り、

混
合

しな
い

こと
、飲

料
等

の
容

器
に

⼊
れ

替
え

な
い

こと
、⼦

ども
に

注
意

して
保

管
す

る
こと

の
3点

に
つ

い
て

、注
意

喚
起

す
る

。
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in

fe
kt

io
ns

m
itt

el
 in

 G
et

rä
nk

ef
la

sc
he

n
（

飲
料

ボ
トル

に
は

消
毒

剤
は

含
ま

れ
て

い
ま

せ
ん

）
エ

ア
フル

トP
CC

に
は

、飲
料

ボ
トル

に
⼊

れ
た

消
毒

剤
や

洗
浄

剤
を

誤
飲

した
こと

に
関

して
多

くの
問

い
合

わ
せ

が
あ

り、
ア

ル
コー

ル
以

外
に

陽
イオ

ン界
⾯

活
性

剤
等

の
刺

激
性

、腐
⾷

性
成

分
の

可
能

性
も

あ
る

。事
故

防
⽌

の
た

め
に

は
保

管
場

所
の

注
意

、飲
⾷

物
容

器
の

使
⽤

の
回

避
、パ

ッケ
ー

ジ
の

警
告

表
⽰

の
確

認
な

どを
⾏

うこ
と、

事
故

が
あ

った
場

合
は

PC
Cに

す
ぐ電

話
す

る
こと

な
どが

勧
め

られ
る

。
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Ki
nd
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ic

ht
un

ge
n

（
児

童
施

設
で

の
消

毒
剤

の
誤

⽤
の

警
告

）

保
育

所
等

の
施

設
に

お
い

て
消

毒
剤

を
誤

⽤
す

る
件

に
つ

い
て

、C
O

VI
D-

19
の

パ
ンデ

ミッ
クに

よ
る

消
毒

剤
の

配
送

の
遅

れ
等

の
た

め
に

普
段

と異
な

る
消

毒
剤

を
使

⽤
す

る
機

会
が

あ
る

。濃
度

を
誤

る
な

どの
誤

⽤
が

起
こり

や
す

い
状

況
で

あ
る

こと
、⼦

ども
た

ち
だ

け
で

な
く使

⽤
者

⾃
⾝

に
も

健
康

被
害

の
可

能
性

が
あ

る
こと

、初
め

て
使

⽤
す

る
消

毒
剤

は
使

⽤
法

を
⼗

分
確

認
した

うえ
で

使
⽤

す
る

こと
な

どに
つ

い
て

、注
意

喚
起

を
⾏

う。
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︓

消
毒

や
その

他
の

リス
ク状

況
に

関
連

す
る

中
毒

に
注

意
して

くだ
さい

）

フラ
ンス

の
PC

Cで
は

CO
VI

D
-1

9に
関

連
す

る
中

毒
の

問
い

合
わ

せ
を2

02
0年

3⽉
1⽇

〜
24

⽇
の

間
に

33
7件

把
握

し、
実

際
に

事
故

が
あ

った
24

5例
の

うち
14

4例
に

症
状

を
認

め
た

。原
因

物
質

とし
て

、洗
浄

剤
/消

毒
剤

、ア
ル

コー
ル

ベ
ー

ス
の

ソリ
ュー

シ
ョン

、エ
ッセ

ンシ
ャル

オ
イル

、抗
炎

症
薬

な
どが

挙
げ

られ
た

。中
毒

や
事

故
を

防
ぐた

め
、使

⽤
法

の
ほ

か
、容

器
の

移
し替

え
や

保
管

場
所

な
どに

関
して

、注
意

が
必

要
で

あ
る

。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.a

ns
es

.fr
/e

n
/c

on
te

nt
/c

ov
id

-1
9-

be
w

ar
e-

po
is

on
in

g-
lin

ke
d-

di
si

nf
ec

tio
n-

an
d-

ot
he

r-
ris

k-
si

tu
at

io
ns

a1
8)

20
20

/
4/

28
AN

SE
S 

ca
lls

 fo
r 

vi
gi

la
nc

e 
co

nc
er

ni
ng

 e
ss

en
tia
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d 
di
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（

AN
SE

Sは
エッ

セ
ンシ

ャル
オ

イル
ベ

ー
ス

の
ス

プレ
ー

とデ
ィフ

ュー
ザ

ー
に

関
す

る
警

戒
を

呼
び

か
け

て
い

ます
）

CO
VI
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19

に
関

連
して

、コ
ロナ

ウイ
ル

ス
対

策
で

エ
ッセ

ンシ
ャル

オ
イル

を
経

⼝
摂

取
す

る
、喘

息
の

あ
る

⼈
が

閉
所

の
除

菌
の

た
め

に
エ

ッセ
ンシ

ャル
オ

イル
を

ス
プ

レ
ー

す
る

、マ
ス

クの
消

毒
に

使
⽤

す
る

な
どの

例
が

PC
Cに

報
告

され
て

い
る

。エ
ッセ

ンシ
ャル

オ
イル

は
コロ

ナ
対

策
とは

な
らず

、正
しく

使
⽤

す
る

こと
が

重
要

で
あ

り、
特

に
呼

吸
器

疾
患

の
あ

る
⼈

、妊
婦

、授
乳

婦
は

使
⽤

しな
い

よ
う、

AN
SE

Sと
PC

Cは
勧

め
る

。
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⼿
指

消
毒

剤
︓

幼
児

が
誤

って
⽬

を
は

ね
な

い
よ

うに
注

意
して

くだ
さい

）

眼
科

お
よび

PC
Cで

は
、店

舗
な

どの
公

共
の

場
に

設
置

され
て

い
る

ア
ル

コー
ル

系
の

⼿
指

消
毒

剤
の

デ
ィス

ペ
ン

サ
ー

の
使

⽤
時

に
、跳

ね
た

ア
ル

コー
ル

が
⽬

に
⼊

った
幼

児
の

事
例

に
つ

い
て

注
意

喚
起

す
る

。P
CC

で
は

63
例

把
握

、う
ち

2例
で

可
逆

的
な

⾓
膜

損
傷

を
認

め
、ま

た
眼

科
で

も
重

篤
な

眼
の

損
傷

とし
て

10
例

以
上

が
把

握
され

て
お

り、
少

な
くと

も
2例

で
は

全
⾝

⿇
酔

下
の

⼿
術

を
必

要
とし

て
い

る
。
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1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ
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ス
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ー

ス
タイ

トル
 原
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機
械
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訳
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要
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機
関
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те
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ра

не
ни

я 
Ро

сс
ий

ск
ой

 Ф
ед

ер
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ии
（

ロシ
ア

保
健

・社
会

開
発

省
）

О
ф

иц
иа

ль
на

я 
ин

ф
ор

ма
ци

я 
о 

ко
ро

на
ви

ру
се

 в
 Р

ос
си

и ロシ
ア

の
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

に
関

す
る

公
式

情
報

М
иф

ы
 и

 л
ож

ны
е 

пр
ед

ст
ав

ле
ни

я
Уп

от
ре

бл
ен

ие
 д

ез
ин

ф
иц

ир
ую

щ
их

 с
ре

дс
тв

 у
би

ва
ет

 к
ор

он
ав

ир
у

с 
в 

ор
га

ни
зм

е
（

神
話

と誤
解

︓
消

毒
剤

の
使

⽤
は

、体
内

の
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

を
殺

しま
す

）

「消
毒

剤
を

飲
め

ば
、体

内
の

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
が

死
滅

す
る

」と
い

う神
話

（
誤

解
）

に
つ

い
て

、消
毒

剤
に

含
ま

れ
る

有
毒

な
メタ

ノー
ル

、エ
タノ

ー
ル

、そ
の

他
の

物
質

の
飲

⽤
は

、C
O

VI
D-

19
を

予
防

ま
た

は
治

療
す

る
こと

は
で

き
な

い
ば

か
りか

、健
康

の
⾯

か
ら⾮

常
に

危
険

で
あ

り、
障

害
や

死
亡

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。消

毒
剤

、
消

毒
剤

、お
よ

び
家

庭
⽤

化
学

薬
品

は
、表

⾯
の

消
毒

、除
菌

の
た

め
に

の
み

注
意

して
使

⽤
す

る
必

要
が

あ
る

。
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保
健
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族
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FW
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eb
サ

イト
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st
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CO
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19
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ag
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en

t
（

CO
VI

D-
19

管
理

の
た

め
の

⼈
々

へ
の

消
毒

剤
の

噴
霧

に
対

す
る

勧
告

）

CO
VI

D-
19

の
対

策
とし

て
、消

毒
剤

を
⼈

体
へ

の
ス

プ
レ

ー
とし

て
使

⽤
す

る
こと

に
つ

い
て

、い
か

な
る

状
況

に
お

い
て

も
個

⼈
ま

た
は

グ
ル

ー
プへ

の
ス

プレ
ー

は
推

奨
され

ず
、む

しろ
有

害
で

あ
る

。体
の

外
側

に
ス

プレ
ー

して
も

、
体

内
に

⼊
った

ウイ
ル

ス
は

死
滅

しな
い

。⼈
体

に
塩

素
を

噴
霧

す
る

と、
⽬

や
⽪

膚
に

刺
激

を
与

え
、吐

き
気

や
嘔

吐
な

どの
胃

腸
へ

の
影

響
を

引
き

起
こす

可
能

性
が

あ
り、

次
亜

塩
素

酸
ナ

トリ
ウム

の
吸

⼊
は

、⿐
、喉

、気
道

へ
の

粘
膜

の
刺

激
を

引
き

起
こす

可
能

性
が

あ
り、

気
管

⽀
痙

攣
を

引
き

起
こす

可
能

性
も

あ
る

。
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51
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00
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d 
un
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w

fu
l a

dv
er

tis
in

g
（

M
M

Sオ
ー

ス
トラ

リア
は

違
法

な
広

告
の

疑
い

で
15

1,
20

0ド
ル

の
罰

⾦
を

科
しま

した
）

20
20

年
5⽉

13
⽇

、新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
に

「奇
跡

的
な

」効
果

が
あ

る
とう

た
い

、⾼
濃

度
の

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
を

含
む

「ミ
ラク

ル
・ミ

ネ
ラル

・ソ
リュ

ー
シ

ョン
（

M
M

S）
」を

違
法

に
宣

伝
した

とし
て

、⽶
宗

教
団

体
の

⽀
部

「M
M

Sオ
ー

ス
トラ

リア
」に

罰
⾦

を
科

した
。
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Di

si
nf
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nt
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 F
AQ

 fo
r 

co
ns

um
er

s
（

消
毒

剤
︓

消
費

者
向

け
の

FA
Q

）
物

品
⽤

の
除

菌
剤

に
つ

い
て

、消
費

者
向

け
の

情
報

とし
て

、市
販

の
除

菌
剤

使
⽤

時
に

お
け

る
説

明
書

の
遵

守
、除

菌
剤

の
⾃

作
や

除
菌

剤
とア

ル
コー

ル
、漂

⽩
剤

、酸
な

どの
混

合
に

関
す

る
注

意
喚

起
、除

菌
剤

の
⼈

体
へ

の
使

⽤
の

禁
⽌

、⼩
児

の
誤

飲
へ

の
対

応
、不

当
な

広
告

の
報

告
等

に
つ

い
て

、F
AQ

形
式

で
説

明
す

る
。
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Ha

nd
 s

an
iti

se
rs

: 
In

fo
rm

at
io

n 
fo

r 
co

ns
um

er
s

（
⼿

指
消

毒
剤

︓
消

費
者

向
け

の
情

報
）

⼿
指

消
毒

剤
の

使
⽤

に
つ

い
て

、消
費

者
向

け
の

情
報

とし
て

、使
⽤

⽅
法

の
遵

守
、購

⼊
時

の
成

分
の

確
認

、
⼩

児
の

誤
飲

防
⽌

の
た

め
の

容
器

の
選

択
に

関
す

る
注

意
等

を
ま

とめ
て

記
載

す
る

。
ht

tp
s:

//
w

w
w

.tg
a.

go
v.

au
/

ha
nd
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an

iti
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18
中

国
政

府
機

関
中

華
⼈

⺠
共

和
国

国
家

衛
⽣

健
康

委
員

会
中

華
⼈

⺠
共

和
国

国
家

衛
⽣

健
康

委
員

会
w

eb
サ

イト

20
20

/
2/

19
频

繁
使

⽤
消

毒
剂

是
否

影
响

⾝
体

和
环

境
︖

（
消

毒
剤

の
頻

繁
な

使
⽤

は
体

と環
境

に
影

響
を

与
え

ま
す

か
︖

）
消

毒
は

エ
ピデ

ミッ
クの

予
防

と管
理

の
重

要
な

部
分

で
あ

る
が

、⾝
体

に
害

を
及

ぼ
さず

、環
境

に
⻑

期
的

な
汚

染
リス

クを
も

た
らさ

な
い

よ
うに

す
る

必
要

が
あ

る
。消

毒
剤

を
空

気
消

毒
に

使
⽤

す
る

場
合

、そ
れ

らは
無

⼈
の

屋
内

環
境

で
使

⽤
す

る
必

要
が

あ
り、

屋
外

の
空

気
消

毒
は

必
要

な
い

。消
毒

トン
ネ

ル
を

含
め

、消
毒

剤
を

⼈
体

に
⼤

量
に

噴
霧

す
る

こと
は

、消
毒

剤
が

吸
⼊

され
た

り⽪
膚

か
ら吸

収
され

る
可

能
性

が
あ

り、
⼈

の
健

康
に

害
を

及
ぼ

す
リス

クが
あ

る
。⼿

指
消

毒
に

使
⽤

され
る

⼿
指

消
毒

剤
は

、1
⽇

に
複

数
回

使
⽤

して
も

安
全

で
あ

り、
⼿

指
衛

⽣
に

重
点

を
置

くべ
き

で
あ

る
。
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你
问

我
答

︓
疫

情
期
间

，
家
长
该

如
何

妥
善

放
置
药

品
、消

毒
剂

等
，

避
免
发

⽣
误

服
︖

（
流

⾏
中

、誤
って

摂
取

しな
い

よ
うに

、親
は

どの
よ

うに
薬

や
消

毒
剤

な
どを

適
切

に
配

置
す

る
必

要
が

あ
りま

す
か

︖
）

⼦
ども

の
誤

飲
と中

毒
の

85
％

が
⾃

宅
で

起
こり

、中
で

も
1〜

4歳
に

多
く、

約
80

％
は

本
⼈

に
よ

る
。保

護
者

は
薬

、ヘ
ル

ス
ケ

ア
製

品
、消

毒
剤

な
どを

⾃
宅

に
適

切
に

配
置

す
る

必
要

が
あ

る
。キ

ャッ
プ

を
閉

め
、⼦

供
の

⼿
の

届
か

な
い

⾼
い

とこ
ろ

に
置

き
、必

要
に

応
じて

ロッ
クす

る
。消

毒
剤

な
どの

有
毒

物
質

を
保

管
す

る
た

め
に

飲
料

ボ
トル

を
使

⽤
した

り、
⼦

ども
が

⼊
⼿

で
き

る
場

所
に

消
毒

剤
を

置
い

た
りし

な
い

。
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19
⽇

本
政

府
機

関
厚

⽣
労

働
省

・経
済

産
業

省
・消

費
者

庁
厚

⽣
労

働
省

w
eb

サ
イト

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
の

消
毒

・除
菌

⽅
法

に
つ

い
て

（
厚

⽣
労

働
省

・経
済

産
業

省
・消

費
者

庁
特

設
ペ

ー
ジ

）
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

の
消

毒
・除

菌
⽅

法
に

関
して

、⼿
や

指
な

どの
ウイ

ル
ス

対
策

、 
モ

ノに
付

着
した

ウイ
ル

ス
対

策
、空

気
中

の
ウイ

ル
ス

対
策

、空
間

噴
霧

、そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、判
明

して
い

る
こと

を
情

報
提

供
して

い
る

。次
亜

塩
素

酸
ナ

トリ
ウム

、次
亜

塩
素

酸
⽔

、亜
塩

素
酸

⽔
は

原
則

、⼿
指

や
⽪

膚
に

使
⽤

しな
い

。消
毒

や
除

菌
効

果
を

謳
う商

品
を

⼈
が

い
る

環
境

に
空

間
噴

霧
して

使
⽤

す
る

こと
は

眼
、⽪

膚
へ

の
付

着
や

吸
⼊

に
よ

る
健

康
影

響
の

お
それ

が
あ

る
。消

毒
や

除
菌

効
果

を
謳

う商
品

を
マ

ス
クに

噴
霧

し、
薬

剤
を

吸
引

して
しま

う
よ

うな
状

態
で

マ
ス

クを
使

⽤
す

る
こと

は
、健

康
被

害
の

お
それ

が
あ

る
。
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国
⺠

⽣
活

セ
ンタ

ー
国

⺠
⽣

活
セ

ンタ
ー

 
w

eb
サ

イト
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除
菌

や
消

毒
を

うた
った

商
品

に
つ

い
て

正
しく

知
って

い
ま

す
か

︖
－

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
に

関
連

して
－

各
地

の
消

費
⽣

活
セ

ンタ
ー

に
相

談
が

寄
せ

られ
て

い
る

除
菌

や
消

毒
を

うた
う商

品
の

うち
、液

状
の

商
品

に
含

ま
れ

る
ア

ル
コー

ル
類

、次
亜

塩
素

酸
ナ

トリ
ウム

、次
亜

塩
素

酸
⽔

、第
4級

ア
ンモ

ニウ
ム

塩
、⼆

酸
化

塩
素

の
情

報
を

取
りま

とめ
、消

費
者

へ
情

報
提

供
して

い
る

。メ
タノ

ー
ル

の
⼿

指
消

毒
へ

の
使

⽤
、次

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
の

噴
霧

に
つ

い
て

、絶
対

に
使

⽤
しな

い
よ

うに
呼

び
掛

け
て

い
る

。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
　　

PC
C︓

Po
is

on
 C

on
tr

ol
 C

en
te

rs
UR

L
参

考
項

⽬
19

⽇
本

PC
C

⽇
本

中
毒

情
報

セ
ンタ

ー
（

JP
IC

）
⽇

本
中

毒
情

報
セ

ンタ
ー

w
eb

サ
イト

20
20

/
4/

17
除

菌
剤

・消
毒

剤
は

適
切

に
使

⽤
しま

しょ
う

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
予

防
対

策
とし

て
、除

菌
剤

や
消

毒
剤

を
使

⽤
す

る
機

会
が

増
え

て
い

る
。そ

れ
に

伴
い

、⽇
本

中
毒

情
報

セ
ンタ

ー
へ

の
除

菌
剤

や
消

毒
剤

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
が

増
加

して
い

る
。問

い
合

わ
せ

の
中

に
は

、不
適

切
な

管
理

や
誤

った
使

い
⽅

に
よ

る
事

故
が

散
⾒

され
る

。
除

菌
剤

や
消

毒
剤

な
どを

購
⼊

・使
⽤

す
る

際
は

、⽤
途

・使
⽤

⽅
法

を
確

認
し適

切
に

使
⽤

す
べ

き
で

あ
る

。
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29
除

菌
剤

・消
毒

剤
は

適
切

に
使

⽤
しま

しょ
う（

第
2報

）
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
の

対
策

とし
て

、塩
素

系
漂

⽩
剤

を
使

⽤
す

る
ケ

ー
ス

が
増

え
て

い
る

。⽇
本

中
毒

情
報

セ
ンタ

ー
へ

の
塩

素
系

漂
⽩

剤
の

問
い

合
わ

せ
は

 2
02

0年
4⽉

に
急

増
して

い
る

。問
い

合
わ

せ
の

中
に

は
、不

適
切

な
管

理
や

誤
った

使
い

⽅
に

よ
る

事
故

が
散

⾒
され

る
。使

⽤
⽅

法
を

確
認

し適
切

に
使

⽤
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、 

除
菌

剤
お

よ
び

消
毒

⽤
エ

タノ
ー

ル
の

問
い

合
わ

せ
も

減
少

して
い

な
い

。引
き

続
き

適
切

な
使

⽤
を

⼼
が

け
る

べ
きで

あ
る

。
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20
21

/
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17
除

菌
剤

・消
毒

剤
が

眼
に

⼊
る

事
故

に
注

意
しま

しょ
う

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
予

防
対

策
とし

て
、除

菌
剤

や
消

毒
剤

を
使

⽤
す

る
機

会
が

増
え

て
い

る
。そ

れ
に

伴
い

、除
菌

剤
や

消
毒

剤
が

眼
に

⼊
った

との
相

談
が

⽇
本

中
毒

情
報

セ
ンタ

ー
・中

毒
11

0番
へ

多
く寄

せ
ら

れ
て

い
る

。
除

菌
剤

や
消

毒
剤

が
眼

に
⼊

った
こと

に
関

す
る

相
談

件
数

は
、2

01
8年

ま
で

は
年

間
40

件
程

度
だ

った
が

、
20

19
年

99
件

、2
02

0年
26

5件
と急

増
した

。⾃
宅

で
の

事
故

だ
け

で
な

く、
店

舗
な

どの
公

共
ス

ペ
ー

ス
で

の
事

故
も

増
え

て
い

る
。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.j-

po
is

on
-

ic
.jp

/r
ep

or
t/

ey
ee

xp
os

ur
e

20
21

02
/

a2
8)

G
20

以
外

Am
er

ic
as

21
エ

クア
ドル

政
府

機
関

M
in

is
te

rio
 d

e 
Sa

lu
d 

Pú
bl

ic
a

（
エ

クア
ドル

公
衆

衛
⽣

省
）

M
in

is
te

rio
 d

e 
Sa

lu
d 

Pú
bl

ic
a 

　w
eb

サ
イト

Pr
ev

en
ci

ón
 d

e 
in

to
xi

ca
ci

on
es

 e
n 

do
m

ic
ili

o
（

家
庭

で
の

中
毒

の
予

防
）

ア
ラー

ト︓
CO

VI
D-

19
に

対
抗

す
る

奇
跡

の
薬

は
な

い
。

⼆
酸

化
塩

素
お

よ
び

ミラ
クル

ミネ
ラル

ソ
リュ

ー
シ

ョン
（

M
M

S）
とし

て
知

られ
る

溶
液

は
薬

物
で

は
な

く、
治

療
⽤

途
とし

て
承

認
され

て
い

な
い

。だ
ま

され
て

は
い

け
な

い
。
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Su
rv

ei
lla

nc
e 

（
Ar

cs
a)

（
エ

クア
ドル

国
家

衛
⽣

規
則

管
理

監
視

局
）

Ar
cs

a　
w

eb
サ

イト
20

20
/

8/
12

Ar
cs

a 
in

fo
rm

a 
a 

la
 c

iu
da

da
ní

a 
so

br
e 

el
 D

ió
xi

do
 d

e 
Cl

or
o.

（
Ar

cs
aは

⼆
酸

化
塩

素
に

つ
い

て
⼀

般
に

知
らせ

ま
す

）
現

時
点

で
Ar

cs
aは

CO
VI

D-
19

の
可

能
な

治
療

法
とし

て
⼆

酸
化

塩
素

関
連

製
品

を
承

認
す

る
要

求
を

受
け

て
い

な
い

。世
界

中
で

CO
VI

D-
19

症
例

を
予

防
ま

た
は

治
療

す
る

た
め

の
⼆

酸
化

塩
素

製
品

を
承

認
した

衛
⽣

規
制

機
関

は
な

い
。⼆

酸
化

塩
素

を
含

む
医

薬
品

の
登

録
取

得
に

は
、薬

物
の

薬
物

動
態

学
的

、薬
⼒

学
的

お
よび

薬
理

学
的

サ
ポ

ー
トに

加
え

て
、製

品
の

品
質

と有
効

性
を

検
証

す
る

科
学

的
研

究
を

提
出

す
る

必
要

が
あ

る
。市

⺠
に

は
、⼆

酸
化

塩
素

を
含

め
CO

VI
D-

19
の

治
療

法
とさ

れ
る

製
品

を
消

費
ま

た
は

配
布

しな
い

こ
とを

勧
め

る
。
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To
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ló
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(C
IA

TO
X)

（
毒

物
情

報
セ

ンタ
ー

）

CI
AT

O
X 

EC
U9

11
ニ

ュー
ス

20
20

/
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Al

 9
-1

-1
 s

e 
re

po
rt

ar
on

 1
01

 c
as

os
 p

or
 in

to
xi

ca
ci

ón
 c

on
 p

ro
du

ct
os

 
de

 li
m

pi
ez

a 
a 

es
ca

la
 n

ac
io

na
l

（
9-

1-
1で

は
、全

国
で

10
1件

の
洗

浄
剤

に
よ

る
中

毒
が

報
告

され
た

）

20
20

年
3⽉

11
⽇

か
ら7

⽉
12

⽇
ま

で
の

間
に

収
集

され
た

、洗
浄

剤
に

よ
る

中
毒

の
疑

い
患

者
の

デ
ー

タに
つ

い
て

分
析

した
。C

O
VI

D-
19

パ
ンデ

ミッ
ク宣

⾔
後

、消
毒

製
品

の
誤

使
⽤

に
よ

り発
⽣

した
中

毒
の

症
例

が
⼤

幅
に

増
加

した
。第

四
級

ア
ンモ

ニウ
ム

お
よ

び
次

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
中

毒
の

報
告

が
10

1件
あ

り、
第

四
級

ア
ンモ

ニウ
ム

に
よる

中
毒

は
、2

01
9年

の
2例

か
ら2

02
0年

に
は

48
例

に
増

加
した

。4
6例

は
軽

度
、2

例
は

中
等

度
の

症
状

を
⽰

し、
後

遺
症

を
⽰

さず
に

回
復

した
。
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チ

リ
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C
Po

nt
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Un
iv

er
si
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d 
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 C
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（
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TU
C）

In
fo

rm
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io
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To
ci

co
lo

gi
ca

（
ポ

ンテ
ィフ

ィシ
ア⼤

学
カト

リカ
デ

チ
リ 

中
毒

セ
ンタ

ー
）

CI
TU

C　
w

eb
サ

イト
20

20
年

6⽉
以

前

Al
er

ta
 s

ob
re

 r
ie

sg
os

 p
ar

a 
la

 s
al

ud
 d

el
 c

on
su

m
o 

co
m

o 
m

ed
ic

am
en

to
 d

el
 D

ió
xi

do
 d

e 
Cl

or
o 

y/
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Cl
or

ito
 d

e 
So

di
o 

pa
ra

 
pr

ev
en

ir 
o 

tr
at

ar
 C

O
VI

D-
19

（
CO

VI
D-

19
を

予
防

ま
た

は
治

療
す

る
た

め
の

薬
とし

て
⼆

酸
化

塩
素

お
よ

び
/ま

た
は

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
を

摂
取

す
る

こと
の

健
康

リス
クに

関
す

る
警

告
）

CO
VI

D-
19

を
予

防
ま

た
は

治
療

す
る

た
め

の
薬

とし
て

⼆
酸

化
塩

素
や

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
（

ミラ
クル

ミネ
ラ

ル
ソ

リュ
ー

シ
ョン

、M
M

Sと
して

も
知

られ
る

）
を

摂
取

す
る

こと
に

関
して

、チ
リ、

ア
ル

ゼ
ンチ

ン、
ウル

グ
ア

イ、
メキ

シ
コ等

の
毒

性
情

報
セ

ンタ
ー

や
毒

性
協

会
、環

境
衛

⽣
協

会
、産

業
毒

性
お

よ
び

環
境

学
会

、法
医

学
、呼

吸
器

医
学

会
、労

働
環

境
機

関
等

は
共

同
で

、健
康

へ
の

リス
クに

つ
い

て
警

告
す

る
。安

全
性

や
有

効
性

を
裏

付
け

る
科

学
的

証
拠

が
な

く、
メト

ヘ
モ

グ
ロビ

ン⾎
症

、溶
⾎

な
ど深

刻
な

健
康

被
害

が
懸

念
され

る
。
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20
20

年
6⽉

以
前

Au
m

en
to

 d
e 

ca
so

s 
de

 e
xp

os
ic

io
ne

s 
a 

cl
or

o 
do

m
és

tic
o,

 tr
as

 c
ris

is
 

sa
ni

ta
ria

 C
O

VI
D-

19
（

CO
VI

D-
19

健
康

危
機

後
の

家
庭

⽤
塩

素
へ

の
曝

露
の

事
例

の
増

加
）

20
20

年
3⽉

1⽇
〜

4⽉
26

⽇
の

間
、国

内
の

塩
素

（
次

亜
塩

素
酸

ナ
トリ

ウム
）

へ
の

曝
露

に
関

連
す

る
事

例
が

、前
年

同
期

と⽐
較

して
64

％
増

加
し、

43
5に

達
した

。こ
れ

らの
曝

露
の

80
.5

％
は

偶
発

的
で

あ
り、

43
.9

％
は

12
歳

未
満

の
⼦

ども
で

あ
った

。P
CC

に
電

話
を

か
け

た
時

点
で

に
55

.6
％

に
症

状
が

あ
り、

最
も

⾼
い

発
⽣

率
とし

て
嘔

吐
が

際
⽴

って
い

た
。 
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20
20

年
6⽉

以
前

Au
m

en
to

 s
ig

ni
fic

at
iv

o 
en

 e
l n

úm
er

o 
de

 e
xp

os
ic

io
ne

s 
a 

de
si

nf
ec

ta
nt

es
（

消
毒

剤
へ

の
曝

露
数

の
⼤

幅
な

増
加

）

20
20

年
3⽉

1⽇
〜

4⽉
26

⽇
の

間
、P

CC
に

受
け

た
相

談
に

よる
と、

第
4級

ア
ンモ

ニウ
ム

、ア
ル

コー
ル

ゲ
ル

お
よ

び
除

菌
剤

ス
プ

レ
ー

な
ど、

消
毒

剤
へ

の
曝

露
が

⼤
幅

に
増

加
し、

合
計

16
5件

で
あ

った
。5

4.
5％

が
症

状
を

発
症

し、
症

例
の

54
.5

％
で

、影
響

を
受

け
た

の
は

12
歳

未
満

で
あ

った
。
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資
料

1　
CO

VI
D

-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
　　

PC
C︓

Po
is

on
 C

on
tr

ol
 C

en
te

rs
UR

L
参

考
項

⽬
22

チ
リ

PC
C

Po
nt

ifi
ci

a 
Un

iv
er

si
da

d 
Ca

tó
lic

a 
de

 C
hi

le
（

CI
TU

C）
In

fo
rm

ac
io

n 
To

ci
co

lo
gi

ca
（

ポ
ンテ

ィフ
ィシ

ア⼤
学

カト
リカ

デ
チ

リ 
中

毒
セ

ンタ
ー

）

CI
TU

C　
w

eb
サ

イト
20

20
年

6⽉
以

前

Re
co

m
en

da
ci

ón
 d

e 
NO

 u
til

iz
ac

ió
n 

de
 d

is
po

si
tiv

os
 d

e 
ro

ci
ad

o 
de

 
su

st
an

ci
as

 q
uí

m
ic

as
 (

Tú
ne

le
s 

o 
ca

bi
na

s 
sa

ni
ta

ria
s)

, o
 d

e 
ex

po
si

ci
ó

n 
a 

oz
on

o 
o 

a 
ra

di
ac

ió
n 

ul
tr

av
io

le
ta

 (
UV

-C
) 

so
br

e 
pe

rs
on

as
 

（
化

学
噴

霧
装

置
（

トン
ネ

ル
ま

た
は

衛
⽣

キ
ャビ

ン）
を

使
⽤

しな
い

こと
、ま

た
は

オ
ゾ

ンま
た

は
紫

外
線

（
UV

-C
）

に
⼈

を
曝

さな
い

こと
の

推
奨

 ）

科
学

学
会

お
よ

び
機

関
は

、消
毒

ブ
ー

ス
ま

た
は

消
毒

トン
ネ

ル
を

使
⽤

す
る

こと
の

健
康

リス
クに

つ
い

て
警

告
して

い
る

。C
O

VI
D-

19
を

防
ぐた

め
に

、⾏
政

機
関

ま
た

は
⺠

間
の

施
設

で
公

道
で

の
使

⽤
に

適
さな

い
紫

外
線

（
UV

-C
）

、オ
ゾ

ン、
ま

た
は

ス
プ

レ
ー

化
合

物
を

使
⽤

す
る

と、
有

効
性

に
つ

い
て

証
拠

が
な

い
だ

け
で

な
く、

⽪
膚

に
刺

激
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り、
⼈

々
の

健
康

に
⼀

定
の

リス
クを

伴
うた

め
使

⽤
しな

い
こと

を
勧

め
る

。
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e-
el

-
rie

sg
o-

pa
ra

-la
-s

al
ud

-d
el

-
us

o-
de

-c
ab

in
as

-
sa

ni
tiz

an
te

s-
o-

tu
ne

le
s-

de
-d

es
in

fe
cc

io
n

Eu
ro

pe
23

ア
イル

ラン
ド

PC
C

Na
tio

na
l P

oi
so

ns
 In

fo
rm

at
io

n 
Ce

nt
re

, I
re

la
nd

（
ア

イル
ラン

ド国
⽴

毒
物

情
報

セ
ンタ

ー
）

NP
IC

 Ir
el

an
d　

w
eb

サ
イト

Al
co

ho
l H

an
d 

Ge
l

（
ア

ル
コー

ル
ハ

ンド
ジ

ェル
）

CO
VI

D-
19

な
どの

予
防

に
⼿

指
消

毒
は

重
要

で
あ

る
が

、ア
ル

コー
ル

ハ
ンド

ジ
ェル

の
多

くは
50

m
Lの

⼩
さな

形
態

容
器

に
⼊

って
い

る
。⼦

ども
が

誤
飲

す
る

と⾼
濃

度
の

ア
ル

コー
ル

に
よ

る
中

毒
に

な
る

可
能

性
が

あ
り、

保
管

や
⼩

児
へ

の
使

⽤
に

つ
い

て
注

意
が

必
要

で
あ

る
。
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エ

ス
トニ

ア
PC

C
Te

rv
is

ea
m

et
M

ÜR
GI

ST
US

TE
AB

EK
ES

KU
SE

ST
（

エ
ス

トニ
ア

健
康

委
員

会
　毒

物
情

報
セ

ンタ
ー

）

M
Ü

RG
IS

TU
ST

EA
BE

KE
SK

US
ES

T　
w

eb
サ

イ
ト

20
20

/
4/

22
DE

SI
NF

IT
SE

ER
IM

IS
- 

JA
 P

UH
AS

TU
SV

AH
EN

DI
TE

 L
II

GK
AS

UT
AM

IN
E 

VÕ
IB

 T
EK

IT
AD

A 
M

ÜR
GI

ST
US

I
（

消
毒

剤
や

洗
浄

剤
の

過
度

の
使

⽤
は

中
毒

を
引

き
起

こす
可

能
性

が
あ

りま
す

）

春
の

⼤
掃

除
とC

O
VI

D-
19

対
策

の
た

め
に

、消
毒

剤
や

家
庭

⽤
洗

浄
剤

の
不

適
切

な
使

⽤
が

中
毒

に
つ

な
が

って
い

る
。P

CC
の

責
任

者
に

よ
る

と、
特

に
多

くの
⼈

が
ア

ル
コー

ル
消

毒
剤

を
空

気
中

や
物

品
に

常
に

噴
霧

す
る

状
況

に
な

り、
消

毒
剤

に
よ

る
中

毒
事

故
が

増
え

て
い

る
。吸

⼊
や

⽪
膚

曝
露

に
注

意
し、

混
合

は
避

け
、換

気
に

注
意

す
る

よ
う呼

び
か

け
る

。
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オ

ラン
ダ

PC
C

Na
tio

na
al

 V
er

gi
fti

gi
ng

en
 

In
fo

rm
at

ie
 C

en
tr

um
（

NV
IC

）
（

ユ
トレ

ヒト
⼤

学
　国

⽴
中

毒
情

報
セ

ン
ター

）

NV
IC

　w
eb

サ
イト

20
20

/
5/

14
In

vl
oe

d 
va

n 
de

 c
or

on
a 

pa
nd

em
ie

 o
p 

ac
ut

e 
ve

rg
ift

ig
in

ge
n 

ge
m

el
d 

aa
n 

he
t N

VI
C

（
NV

IC
に

報
告

され
た

急
性

中
毒

に
対

す
る

コロ
ナ

パ
ンデ

ミッ
クの

影
響

）

2⽉
以

降
⼿

指
消

毒
剤

の
使

⽤
が

広
が

り、
PC

Cへ
の

問
い

合
わ

せ
も

急
増

して
い

る
。過

去
5年

間
で

は
3⽉

4
⽉

で
平

均
16

件
で

あ
った

が
、2

02
0年

は
76

件
あ

り、
⼩

児
の

誤
飲

、眼
に

⼊
った

事
例

、酒
の

代
わ

りに
飲

⽤
した

な
どで

あ
った

。エ
タノ

ー
ル

お
よび

イソ
プロ

ピル
アル

コー
ル

の
毒

性
に

つ
い

て
説

明
を

⾏
い

、⼦
ども

に
注

意
し

て
保

管
す

る
こと

、正
しく

使
⽤

す
る

こと
に

つ
い

て
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
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ア
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To

ks
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ol
oš

ke
 p
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po

ru
ke

 z
a 

pr
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nt
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a 

i d
ez

in
fic
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ns

a 
tij

ek
om

 b
or
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（
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

の
蔓

延
との

戦
い

に
お

け
る

消
毒

剤
と消

毒
剤

の
使

⽤
に

関
す

る
毒

物
学

的
推

奨
事

項
）

CO
VI

D-
19

感
染

予
防

の
た

め
家

庭
で

使
⽤

され
る

消
毒

剤
や

除
菌

剤
へ

の
曝

露
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

が
ほ

ぼ
毎

⽇
PC

Cに
⼊

って
い

る
こと

に
関

連
し、

消
毒

剤
や

除
菌

剤
の

使
⽤

に
つ

い
て

、保
管

、⼩
児

へ
の

注
意

、他
の

容
器

へ
の

移
し替

え
の

回
避

な
どを

注
意

喚
起

す
る

。ま
た

次
亜

塩
素

酸
、4

級
ア

ンモ
ニウ

ム
化

合
物

、過
酸

化
物

、ア
ル

デ
ヒド

な
ど腐

⾷
性

が
あ

る
物

品
⽤

消
毒

剤
を

⽪
膚

に
使

⽤
しな

い
よ

う、
注

意
が

必
要

で
あ

る
。
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CO
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ije

（
CO

VI
D-

19
感

染
を

予
防

す
る

た
め

に
⽪

膚
刺

激
物

の
使

⽤
が

増
加

して
い

る
状

況
で

の
⼿

の
⽪

膚
の

炎
症

を
予

防
す

る
た

め
の

推
奨

事
項

）

CO
VI

D-
19

感
染

予
防

の
た

め
、消

毒
剤

、除
菌

剤
、⽯

鹸
、洗

剤
等

の
⽪

膚
刺

激
物

の
使

⽤
が

増
え

て
い

る
こと

に
関

連
し、

これ
らの

⽪
膚

刺
激

物
に

よ
る

⼀
次

刺
激

性
接

触
⽪

膚
炎

に
つ

い
て

、予
防

と対
応

の
た

め
の

情
報

を
掲

載
す

る
。ま

た
予

防
で

使
⽤

す
る

保
護

⼿
袋

も
刺

激
性

接
触

⽪
膚

炎
の

原
因

とな
りう

る
た

め
、注

意
す

る
よ

う呼
び

掛
け

る
。
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a
（

消
毒

剤
や

防
腐

剤
に

よ
る

中
毒

を
防

ぐ⽅
法

）
飲

⾷
物

の
容

器
に

⼊
れ

て
職

場
か

ら持
ち

帰
った

消
毒

剤
に

⼦
ども

の
興

味
が

注
が

れ
、P

CC
に

は
消

毒
剤

や
除

菌
剤

へ
の

曝
露

が
報

告
され

て
い

る
。消

毒
剤

や
除

菌
剤

は
CO

VI
D-

19
対

策
に

効
果

が
あ

る
こと

は
間

違
い

な
く、

問
題

な
の

は
中

毒
事

故
に

つ
な

が
る

不
適

切
な

保
管

や
管

理
で

あ
り、

中
毒

予
防

に
関

す
る

リー
フレ

ット
を

参
照

す
る

よ
う勧

め
る

。
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Kl
ei

nk
in

de
r

（
⼿

の
消

毒
剤

︓
⼩

さな
⼦

供
の

た
め

の
中

毒
の

リス
ク）

CO
VI

D-
19

関
連

で
、P

CC
は

⼿
指

消
毒

剤
へ

の
曝

露
に

つ
い

て
、2

01
9年

の
2倍

以
上

の
問

い
合

わ
せ

を
受

け
て

い
る

。エ
タノ

ー
ル

に
よ

る
中

毒
症

状
を

引
き

起
こす

可
能

性
が

あ
る

が
、現

在
の

とこ
ろ

、⼦
ども

の
誤

飲
に

よ
る

重
篤

な
中

毒
は

把
握

して
い

な
い

。家
庭

や
職

場
、ま

た
ハ

ンド
バ

ッグ
等

に
⼊

れ
て

い
る

こと
に

よ
り事

故
が

増
加

して
い

る
可

能
性

が
あ

り、
⼦

ども
の

⼿
の

届
か

な
い

とこ
ろ

に
置

くよ
う注

意
が

必
要

で
あ

る
。
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ビス
ペ

ビェ
ル

グ
病

院
 毒

物
ライ

ン）
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ハ
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コー

ル
）

PC
Cは

家
庭

内
の

化
学

製
品

に
よ

る
⼦

ども
の

事
故

に
関

して
多

くの
問

い
合

わ
せ

を
受

け
て

お
り、

⼦
ども

の
在

宅
時

に
は

ア
ル

コー
ル

⼿
指

消
毒

剤
な

どの
家

庭
⽤

化
学

製
品

に
注

意
す

る
よ

う呼
び

掛
け

る
。経

⼝
摂

取
の

場
合

、眼
に

⼊
った

場
合

な
どの

応
急

処
置

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
。
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1　
CO

VI
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-1
9に

関
連

す
る

除
菌

剤
・消

毒
剤

に
よ

る
健

康
被

害
に

関
す

る
注

意
喚

起
状

況
（

各
国

の
政

府
機

関
お

よ
び

PC
Cの

w
eb

サ
イト

か
ら得

られ
た

情
報

）

国
分

類
発

信
組

織
ソ

ー
ス

リリ
ー

ス
タイ

トル
 原

⽂
（

機
械

翻
訳

）
概

要
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参
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項
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デ
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AL
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ftl
in

je
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Ri
ng

（
PO
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O

N 
LI

NE
）

（
ビス

ペ
ビェ

ル
グ

病
院

 毒
物

ライ
ン）
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RG
 

H
O
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IT
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IS

O
N 
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NE

　w
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サ
イト
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An

be
fa

lin
ge

r 
ve

dr
ør

en
de

 d
es

in
fe

kt
io

ns
 m

id
le

r 
i C

or
on

at
id

er
（

コロ
ナ

時
代

の
消

毒
剤

に
関

す
る

推
奨

事
項

）
CO

VI
D-

19
に

関
連

し、
あ

らゆ
る

場
⾯

で
物

品
の

除
菌

が
⾏

わ
れ

て
い

る
が

、使
⽤

に
伴

って
多

くの
⼈

が
不

快
感

を
経

験
して

い
る

。不
快

感
の

軽
減

に
は

塩
素

系
化

合
物

よ
りも

ア
ル

コー
ル

を
使

⽤
す

る
こと

、ス
プ

レ
ー

は
しな

い
こと

、使
⽤

時
の

保
護

具
の

着
⽤

、換
気

等
が

勧
め

られ
る

。
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re
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カシ
ャン

医
科

⼤
学

　薬
物

・毒
物

情
報

セ
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医
科

⼤
学

w
eb

サ
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س
شنا

ار
ز ک

رک
ع م

طلا
ن ا

سا
یر

و 
ار

ا د
 ه

 و
وم

سم
ت 

اون
مع

ذا 
 غ

 و
رو

 دا
گاه

نش
 دا

ان
عنو

رد 
:ک

（
⼤

学
の

⾷
品

医
薬

品
局

の
薬

物
お

よ
び

毒
素

情
報

セ
ンタ

ー
の

専
⾨

家
は

次
の

よ
うに

述
べ

て
い

ます
）

PC
Cの

専
⾨

家
に

よる
と、

エタ
ノー

ル
より

も
メタ

ノー
ル

が
安

価
で

あ
る

た
め

、医
療

⽤
アル

コー
ル

の
名

前
で

販
売

され
て

い
る

ボ
トル

に
も

か
な

りの
量

の
メタ

ノー
ル

が
含

まれ
て

お
り、

メタ
ノー

ル
中

毒
の

流
⾏

が
報

告
され

て
い

る
と

して
い

る
。メ

タノ
ー

ル
は

消
毒

効
果

は
低

く、
⽪

膚
か

ら吸
収

され
や

す
く中

毒
を

起
こし

や
す

い
の

で
、⽪

膚
だ

け
で

な
く、

物
品

の
除

菌
に

も
勧

め
られ

な
い

と警
告

す
る

。
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報
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学
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サ
イト
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ف 
صر

د م
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ونا
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ت 
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ی 
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 پي
ک
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ی
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ه ا
ی

ونه
چگ

ر 
یاث

ر 
د

（
経

⼝
ア

ル
コー

ル
摂

取
は

冠
状

動
脈

感
染

症
の

予
防

に
影

響
を

与
え

ま
せ

ん
）

CO
VI

D-
19

に
関

連
し、

エ
チ

ル
ア

ル
コー

ル
な

どの
消

毒
剤

の
使

⽤
は

重
要

で
あ

る
が

、⼀
部

の
病

院
で

消
毒

剤
の

飲
⽤

に
よ

る
ア

ル
コー

ル
中

毒
や

消
毒

剤
とし

て
⽤

い
られ

た
メチ

ル
ア

ル
コー

ル
の

飲
⽤

に
よ

る
死

亡
が

報
告

され
て

い
る

と注
意

喚
起

して
い

る
。メ

チ
ル

ア
ル

コー
ル

は
エ

チ
ル

ア
ル

コー
ル

と⽐
べ

て
抗

菌
効

果
が

な
く、

⽪
膚

か
ら吸

収
され

や
す

い
。ま

た
毒

性
が

⾼
く失

明
や

死
亡

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
、使

⽤
しな

い
こと

を
勧

め
る

。
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（

⼯
業

⽤
ア

ル
コー

ル
は

⼿
の

消
毒

に
危

険
で

す
/⼯

業
⽤

ア
ル

コー
ル

中
毒

の
不

可
逆

的
な

結
果

）

CO
VI

D-
19

に
関

連
し、

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
予

防
の

た
め

に
、消

毒
に

使
⽤

す
る

エ
チ

ル
ア

ル
コー

ル
や

場
合

に
よ

って
は

メチ
ル

ア
ル

コー
ル

を
経

⼝
摂

取
す

る
事

例
が

把
握

され
て

い
る

。特
に

メチ
ル

ア
ル

コー
ル

は
毒

性
が

⾼
く、

⽪
膚

か
ら吸

収
され

や
す

く、
中

毒
を

起
こし

や
す

い
。物

品
の

除
菌

に
メチ

ル
ア

ル
コー

ル
を

使
⽤

して
も

効
果

は
低

く、
エ

チ
ル

アル
コー

ル
を使

⽤
す

る
よ

う勧
め

る
。
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3⽉

上
旬

以
降
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情報提供資料 
作成⽇ 2020 年 4 ⽉ 

公益財団法⼈⽇本中毒情報センター 

除菌剤・消毒剤は適切に使⽤しましょう 

新型コロナウイルス感染症の拡⼤に伴い、除菌剤や消毒剤を使⽤する機会が増えています。除菌剤
には、アルコール含有のスプレーや除菌シート、次亜塩素酸⽔のスプレー、⼆酸化塩素の空間除菌剤な
どがあり、主に物品や空間の除菌に使⽤されます。消毒剤である消毒⽤エタノールは、エタノールを 80％
程度含有する医薬品または医薬部外品で、物品のほか⼿指の消毒に使⽤されます。 

⽇本中毒情報センター・中毒 110 番への除菌剤や消毒⽤エタノールに関する問い合わせは、今年に
⼊って増加しており、2020 年 2〜3 ⽉の問い合わせ件数は、2019 年の同時期と⽐べて、除菌剤で
2.3 倍、消毒⽤エタノールで 2.4 倍となっています。 

問い合わせの中には、不適切な管理や誤った使い⽅による事故が散⾒されます。 
 ペットボトルに⼊れて保存していた除菌剤や消毒剤を、⽔と間違えて飲んでしまった。 
 消毒⽤エタノールと間違えて燃料⽤メタノールを購⼊し、⼿の消毒に使⽤した。 
 除菌スプレーと間違えて、カビ取り剤をマスクにスプレーし装着した。 

除菌剤および消毒⽤エタノールに関する中毒 110 番への相談件数 
（2020 年は速報値）

件 
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⼿に⼊りにくくなっている除菌剤や消毒剤を、⼩分けにして譲りうける際などに、ペットボトルなどの飲⾷
物容器を流⽤することが少なからずあるようです。消毒⽤エタノールが不⾜していることを受け、次亜塩素
酸⽔を配布する⾃治体も増えており、今後、ペットボトルの使⽤による誤飲事故の増加が懸念されます。 

現時点では、重篤な症状が出現した事例は把握していませんが、アメリカでは新型コロナウイルス感染
予防として⾃⼰判断で⿂⽤の薬剤を服⽤し、死亡した事例も報告されています*。 

*https://edition.cnn.com/2020/03/23/health/arizona-coronavirus-chloroquine-death/index.html

中毒事故防⽌のために、以下の点に注意しましょう。 
 除菌剤、消毒剤などを購⼊・使⽤する際は、⽤途・使⽤⽅法を確認する。
 飲料⽤ペットボトルへの移し替えはしない。
 ⾃治体から配布される除菌剤は専⽤の容器に保存し、ラベルを貼って除菌剤であることを明記する。
 冷蔵庫には保管しない。
 ⼦どもの⼿の届くところには保管しない。
 新型コロナウイルス感染症の予防・治療⽬的で、⾃⼰判断で薬を服⽤しない。

中毒事故が発⽣し、受診すべきか判断に迷った場合は中毒 110 番にご相談ください。 
公益財団法⼈⽇本中毒情報センター 中毒 110 番電話サービス（⼀般向け） 

■⼤阪中毒 110 番（365 ⽇ 24 時間対応） 072-727-2499
■つくば中毒 110 番（365 ⽇ 9 時〜21 時対応） 029-852-9999

本資料を引⽤⼜は使⽤して資料作成・報道等を企図される場合は、必ず事前にその内容について⽇本中毒情報センタ

ー（本部事務局 電話︓029-856-3566）の承諾を得、「公益財団法⼈ ⽇本中毒情報センターの調査による」旨

明記して下さい。  
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情報提供資料 
作成⽇ 2020 年 4 ⽉ 
第 2 報 2020 年 5 ⽉ 

公益財団法⼈⽇本中毒情報センター 

除菌剤・消毒剤は適切に使⽤しましょう（第 2 報） 

⽇本中毒情報センター・中毒 110 番への除菌剤や消毒⽤エタノールに関する問い合わせが 2020
年 1〜3 ⽉に増加し、2020 年 4 ⽉ 17 ⽇に注意喚起を⾏いました。 

2020 年 4 ⽉は塩素系漂⽩剤の問い合わせが増加しました。⼿に⼊りにくくなっている除菌剤や消毒
剤の代わりに塩素系漂⽩剤を使⽤するケースが増えたと考えられます。新型コロナウイルス対策として使
⽤したと思われる問い合わせは、2020 年 4 ⽉は少なくとも 31 件ありました。 

問い合わせの中には、不適切な管理や誤った使い⽅による事故が散⾒されます。 
 ペットボトルに⼊れて保存していた塩素系漂⽩剤の希釈液を⽔と間違えて飲んでしまった。
 塩素系漂⽩剤の希釈液をスプレー容器に⼊れて噴霧し吸い込んだ。
 塩素系漂⽩剤を加湿器に⼊れて使⽤した。
 塩素系漂⽩剤の希釈液を⼿の消毒に使⽤した。

塩素系漂⽩剤をドアノブや物品などの消毒⽬的で使⽤する場合は、厚⽣労働省の web サイトに公開
されている情報を参考に適切に使⽤しましょう。 
●厚⽣労働省︓国⺠の皆さまへ（新型コロナウイルス感染症）:マスクや消毒液について

 （啓発資料）⾝のまわりを清潔にしましょう 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html 
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中毒事故防⽌のために、以下の点に注意しましょう。 
 製品の注意事項を確認する。 
 換気をして家事⽤⼿袋を着⽤する。 
 他の薬品とは混ぜない。 
 ペットボトルなどの飲⾷物容器には保存しない。 
 ⼿の消毒には使⽤しない。 
 スプレー容器に⼊れて噴霧することはしない。 
 加湿器には使⽤しない。 

なお、除菌剤および消毒⽤エタノールの問い合わせも減少していません。引き続き適切な使⽤を⼼がけま
しょう。 

中毒事故が発⽣し、受診すべきか判断に迷った場合は中毒 110 番にご相談ください。 
公益財団法⼈⽇本中毒情報センター 中毒 110 番電話サービス（⼀般向け） 

■⼤阪中毒 110 番（365 ⽇ 24 時間対応） 072-727-2499 
■つくば中毒 110 番（365 ⽇ 9 時〜21 時対応） 029-852-9999 

本資料を引⽤⼜は使⽤して資料作成・報道等を企図される場合は、必ず事前にその内容について⽇本中毒情報センタ

ー（本部事務局 電話︓029-856-3566）の承諾を得、「公益財団法⼈ ⽇本中毒情報センターの調査による」旨

明記して下さい。  
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情報提供資料 
作成⽇ 2021 年 2 ⽉ 

公益財団法⼈⽇本中毒情報センター 

除菌剤・消毒剤が眼に⼊る事故に注意しましょう 

新型コロナウイルス感染症の予防対策として、除菌剤や消毒剤を使⽤する機会が増えています。それ
に伴い、除菌剤や消毒剤が眼に⼊ったとの相談が⽇本中毒情報センター・中毒 110 番へ多く寄せられ
ています。 

除菌剤や消毒剤が眼に⼊ったことに関する相談件数は、2018 年までは年間 40 件程度でしたが、
2019 年 99 件、2020 年 265 件と急増しました。⾃宅での事故だけでなく、店舗などの公共スペース
での事故も増えています。 

●2020 年の 265 件のうち、⼤⼈の事故 52 件、5 歳以下の⼦どもの事故 187 件で、例えば次のよう
な問い合わせが多くみられました

除菌剤・消毒剤が眼に⼊ったことに関する中毒 110 番への相談件数 
（2020 年は速報値） 

件 

・ 除菌剤をスプレーしたところ、ノズルが顔の⽅に向いていて、眼に⼊った。（成⼈）

・ 親がスプレーしているのをまねて、⼦どもが次亜塩素⽔を⾃分の顔にスプレーした。（幼児）

・ 店舗の⼊り⼝に置いてあった消毒剤を⽗親が使った際に、近くにいた⼦どもの眼に跳んだ。消毒
剤がちょうど⼦どもの顔の辺りの⾼さに設置されていた。（幼児）

・ 店舗の⼊り⼝に置いてあった⾃動噴射型の消毒剤を⼦どもが覗き込んだ際に、消毒液が噴射
されて、両眼にかかった。（幼児）

・ スーパーに置いてあった⾜踏み式の消毒剤のペダルを⼦どもが踏み、出た消毒液が⼦どもの眼に
⼊った。（幼児）
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●眼に⼊る事故の特徴は次のとおりです

 ⼦どもが興味本位で触ったりすることによる事故が半数を占めています。 

 ⼤⼈では、噴射⽅向を誤ってスプレーする事故や⾶散した薬剤が本⼈や近くにいた⼈の眼に⼊る事
故などがあります。 

 店舗などの公共スペースでは、⼤⼈がスプレーした際に、そばにいた⼦どもの眼に⼊る事故が発⽣し
ています。設置型の消毒剤ディスペンサーは、⼦どもの⾝⻑によっては、顔の⾼さにスプレーされること
があります。また、⼦どもが⾃動噴霧ディスペンサーや⾜踏み式ディスペンサーに顔を近づける事故も
発⽣しています。 

 成分別ではエチルアルコールが 8 割を占めますが、家庭では次亜塩素酸⽔や⼆酸化塩素による除
菌を謳った製品による事故もあります。 

 エチルアルコール、次亜塩素酸、⼆酸化塩素は眼に対して刺激があり、中毒 110 番への問い合わ
せまでに患者の 5 割に症状がみられました。主な症状は、眼の痛み、違和感、充⾎でした。 

 我が国では現時点で、重篤な症状が出現した事例は把握していませんが、海外では⼦どもの眼に
アルコール消毒剤が⼊り、⾓膜潰瘍を認めた事例が報告されています。 

JAMA Ophthalmol. 2021 Jan 21:e206346[Online ahead of print] 

●除菌剤・消毒剤を使⽤する場合は、事故防⽌のために以下の点に注意しましょう
 使⽤前に使⽤⽅法、注意事項を確認しましょう。 
 使⽤する際は、そばに⼈がいないことを確かめ、噴射⽅向をきちんと確認したうえで使いましょう。 
 ⼦どもの⼿に使⽤する場合も、必ず⼤⼈がスプレーしましょう。 
 ⾃動噴霧ディスペンサーや⾜踏み式ディスペンサーに⼦どもが近づかないように注意しましょう。 
 家庭では⼦どもの⼿の届かないところに保管しましょう。 

●眼に⼊った場合は
 眼をこすらないように注意して、直ちに洗眼してください。 
 洗眼後も痛み、充⾎がある場合、洗眼が難しい場合、コンタクトレンズが外れない場合は医療機関

を受診してください。 

中毒事故が発⽣し、受診すべきか判断に迷った場合は中毒 110 番にご相談ください。 
公益財団法⼈⽇本中毒情報センター 中毒 110 番電話サービス（⼀般向け） 

■⼤阪中毒 110 番（365 ⽇ 24 時間対応） 072-727-2499 
■つくば中毒 110 番（365 ⽇ 9 時〜21 時対応） 029-852-9999 

本資料を引⽤⼜は使⽤して資料作成・報道等を企図される場合は、必ず事前にその内容について⽇本中毒情報センタ

ー（本部事務局 電話︓029-856-3566）の承諾を得、「公益財団法⼈ ⽇本中毒情報センターの調査による」旨

明記して下さい。  
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